
鹿児島県出水市

報
広

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

６
世 帯 数 ２万 4,903 （ 113）
人　 口 ５万 4,976 （ 134）
男 ２万 5,735 （ 63）
女 ２万 9,241 （ 71）

出　 生 34
死　 亡 68
転　 入 365
転　 出 199

（５月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

出水総合医療センターの施設再編が完了…………………２
集中豪雨や土砂災害に備えましょう。……………………４
ツルと歴史のまち応援基金～報告と寄付金募集のお願い～…６
2014年度下半期の財政状況… ………………………… 10

2015（平成27年）
No. 111

主な内容

｢ようこそ少年少女合唱団へ♪」

中央公民館小ホールにて
（４月25日撮影）

 
第 30 回 国民文化祭・かごしま 2015 ☆出水市開催事業☆ 

   

   

   

『和太鼓の祭典』 『鶴のまち俳句大会』 『日本舞踊祭典』

10 月 31 日、11 月１日 11 月７日、８日 11 月 15 日 

 
 



消化器疾患センターについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出水総合医療センターの施設再編が完了しました。　　

　

昨
年
９
月
中
旬
か
ら
工
事
を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
医
療
セ
ン
タ
ー
の
施
設
再
編
工
事
が

本
年
３
月
に
完
了
し
、
新
し
い
配
置
で
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
来
院
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

も
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
無
事
工
事

も
終
了
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

改修箇所は、桃色で表示している箇所です。１階

２階

本
館
１
階
の
改
修
内
容

○ 

消
化
器
内
科
・
肝
臓
内
科
・
外
科
・
乳
腺
外
科
・
緩
和
ケ
ア
外
来
・
呼
吸
器

　

外
科
・
内
視
鏡
室 

を
消
化
器
疾
患
セ
ン
タ
ー
と
し
て 

統
合
し
ま
し
た
。

○
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
整
形
外
科
を
旧
内
視
鏡
室
に
移
設
し
ま
し
た
。

○
救
急
外
来
を
拡
張
し
ま
し
た
。

南
館
２
階
の
改
修
内
容

次
の
診
療
科
等
を
移
設
し
ま
し
た
。

○
皮
膚
科

○
医
療
安
全
管
理
室

○
泌
尿
器
科

○
臨
床
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

○
麻
酔
科

○
化
学
療
法
室

○
放
射
線
科
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消化器疾患センターについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出水総合医療センターの施設再編が完了しました。　　

○新任のあいさつ
　今回２度目の赴任となりました。
施設再編により消化器疾患センター
が完成し、益々他科との連携がしや
すくなりました。
　開業医の先生方をはじめ様々な所と
の連携をしながら、地域の消化器診療
に貢献できる様頑張ってまいりますの
で何卒よろしくお願い申し上げます。
○前任地　ペンシルベニア大学
○専　門　消化器内科
○主な資格
　日本内科学会認定内科医
　日本消化器病専門医
　日本消化器内視鏡学会専門医
　肝臓専門医 
○主な所属学会
　日本内科学会
　日本消化器病学会
　日本消化器内視鏡学会
　日本肝臓学会 

○新任のあいさつ
　４月から出水へ赴任して参りまし
た。
　生活習慣病の増加に伴い、慢性腎
臓病（CKD）の患者さんが増えてき
ており、新たな国民病ともいわれて
います。患者さんの腎臓の働きを保
ち、心臓などへの合併症を少なくす
るためのお手伝いをしてまいります。
　検尿や腎機能のことで心配なこと
がございましたら相談ください。 
○前任地　鹿児島大学病院
○専　門　腎臓内科 
○主な資格
　日本内科学会認定内科医
　日本腎臓学会腎臓専門医 
○主な所属学会
　日本内科学会
　日本腎臓学会
　日本透析医学会 

○新任のあいさつ
　１年間ご指導よろしくお願い申し
上げます。 

○前任地　鹿児島逓信病院

○専　門　消化器内科

○主な資格
　日本内科学会認定内科医 
○主な所属学会
　日本内科学会
　日本消化器病学会
　日本内視鏡学会

消化器内科
科部長　
田ノ上 史郎医師

消化器内科
川平 真知子医師

腎臓内科
科部長
吉嶺 陽造 医師

～
内
科
・
外
科
の
垣
根
を
越
え
た

　
治
療
の
た
め
に
～

　

内
科
・
外
科
の
垣
根
を
越
え
た
消
化
器

疾
患
治
療
を
行
う
た
め
、
２
０
１
２
年
４

月
に
「
消
化
器
疾
患
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

今
回
、
病
院
施
設
再
編
で
今
ま
で
離
れ

て
い
た
「
消
化
器
内
科
」、「
肝
臓
内
科
」、

「
外
科
（
乳
腺
外
科
含
む
）」、「
緩
和
ケ
ア

外
来
」、「
内
視
鏡
室
」、「
腹
部
エ
コ
ー
室
」

を
本
館
１
階
に
集
約
し
ま
し
た
。（
右
ペ
ー

ジ
の
赤
い
四
角
囲
み
部
分
）

　

本
年
２
月
23
日
か
ら
こ
の
新
し
い
消
化

器
疾
患
セ
ン
タ
ー
で
診
療
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
再
編
、
診
療
科
の
集
約

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
な
消
化
器
疾

患
の
診
断
・
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

～
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
か
ら
～

　

消
化
器
疾
患
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内
視
鏡

検
査
時
の
鎮
静
剤
使
用
に
つ
い
て
、
患
者

さ
ん
の
ご
希
望
を
事
前
に
確
認
し
、
ご
希

望
に
合
わ
せ
て
使
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

鎮
静
剤
使
用
後
は
安
全
を
考
慮
し
て
車
の

運
転
を
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
説
明
し
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
消
化
器
疾
患
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

消
化
器
疾
患
セ
ン
タ
ー（
代

　

表
）（
☎
�
１
６
１
１
）

受付

待合診察室

エコー室

内視鏡室
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準
備
が
大
事
。
確
認
し
よ
う
！

２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）
に
発
生
し

た
、
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
で
は
、
梅

雨
の
終
わ
り
の
７
月
22
・
23
日
に
米
之
津

川
の
越
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
っ
て
「
い

つ
・
ど
こ
で
」
浸
水
、
が
け
崩
れ
や
土
石

流
災
害
な
ど
が
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。梅

雨
期
を
迎
え
、
台
風
が
発
生
す
る
季

節
に
な
る
こ
と
か
ら
、
集
中
豪
雨
や
大
雨

に
よ
る
災
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報
な
ど
に
十
分

注
意
し
て
、
事
前
に
非
常
持
出
袋
（
市
販

の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等
）
の
用
意
や
避
難

場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災
害

発
生
の
お
そ
れ
を
感
じ
た
ら「
人
命
第
一
」

を
考
え
、
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
地
域
で
情
報
を
共
有
し
、
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
に
避
難
訓
練
を
実
施
す
る

な
ど
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
た
心
構
え

や
準
備
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂
災
害
に
備
え

　
何
か
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、

　
　
早
め
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う

土砂災害警戒情報
　集中豪雨や台風により、土砂災害発生
の危険度が高まったとき、鹿児島県と鹿
児島地方気象台が共同して市町村単位で
土砂災害警戒情報をテレビ、ラジオ、イ
ンターネット（気象庁ホームページ等）
を通じて発表しています。
　内容は降り続く大雨などに対して土砂
災害を警戒し、市民の皆さんの自主的な
避難の目安等に利用してもらうことを目
的としています。

雨
が
１
時
間
に
20
ミ
リ
以
上
降
っ
た

り
、
降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が
１
０
０
ミ

リ
を
超
え
た
り
し
た
と
き
は
、
危
険
信
号

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
普
段
か
ら

家
の
周
辺
の
山
や
が
け
に
危
険
な
前
兆
が

な
い
か
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。次

の
よ
う
な
異
状
に
気
付
い
た
ら
、
土

砂
災
害
１
１
０
番
（
☎
�
０
２
０
３
）
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
災
害
の
お
そ
れ
を
感
じ
た
ら
、

早
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。がけ崩れの前兆 土石流の前兆

▲がけからの水が濁る
▲がけに亀裂が入る
▲小石が落ちてくる
▲がけから音がする

◆山鳴りがする
◆雨が降り続いているのに川の
　水位が下がる
◆川が濁ったり、流木が流れる

◎米ノ津川春日橋水位情報（☎ 63 － 6400）
◎鹿児島県（河川水位）ホームページアドレス
　　http://www3.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/

　

集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
狭

い
地
域
に
集
中
し
て
降
る
豪
雨
で
、
梅
雨

の
終
わ
り
に
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

狭
い
地
域
に
突
発
的
に
降
る
た
め
、
そ

の
予
測
は
非
常
に
困
難
で
す
。
２
０
０
６

年
の
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
で
は
、
多

い
と
こ
ろ
で
６
０
０
ミ
リ
の
雨
が
２
日
間

で
降
っ
て
い
ま
す
。

気
象
機
関
が
発
表
す
る
気
象
情
報
（
特

に
大
雨
洪
水
警
報
な
ど
）
に
は
十
分
注
意

し
、
避
難
な
ど
早
め
の
対
策
を
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

集
中
豪
雨
や
長
雨
に
よ
っ
て
、
河
川
が

は
ん
ら
ん
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

米
之
津
川
の
水
位
は
、
次
の
情
報
サ
ー

ビ
ス
で
確
認
し
、
避
難
の
目
安
に
し
ま
し

ょ
う
。

土
砂
災
害

集
中
豪
雨
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発
生
の
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
、
市
内

39
カ
所
の
避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。

避
難
勧
告
等
の
呼
び
掛
け
が
あ
っ
た
と

き
は
、
事
前
に
準
備
し
た
非
常
食
な
ど
の

非
常
持
出
し
品
や
貴
重
品
を
持
っ
て
、
速

や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
は
早
め
に

市
で
は
、
各
種
の
気
象
情
報
の
発
表
や

雨
量
に
よ
り
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

と
き
は
、
状
況
に
合
わ
せ
て
、
災
害
警
戒

本
部
や
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災
害

避
難
す
る
と
き
は
、
電
気
・
ガ
ス
な
ど

の
火
元
や
戸
締
り
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

子
供
や
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
家
庭
で
は
、
近
所
の

人
と
協
力
し
合
っ
て
早
め
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

地区名 避難所の名称 電話番号

出水

大川内
上場小学校 68－2200 専用

68－2933
大川内農業者トレーニングセンター 68－2502

東出水

東出水小学校 63－2160
ＮＴＴ出水ビル 090－2716－7122
働く婦人の家 63－2185
出水保健センター
※寝たきりの方のみ 63－2143

出水

青年の家(小原山体育館) 63－2135
出水小学校 63－2151
出水中学校 63－2166
出水市民交流センター 62－7222

西出水
西出水小学校 63－2155
高齢者ふれあいセンター 63－0017

米ノ津東
切通小学校 67－3311
米ノ津農村環境改善センター 67－3879
米ノ津東小学校 67－1006

米ノ津
米ノ津中学校 67－1055
米ノ津小学校 67－1119
福之江保育園 67－2166

荘 荘小学校 82－0633

高尾野

西部 高尾野小学校 82－0029
中部 高尾野中学校 82－0019

東部
高尾野老人福祉センター 82－4850
高尾野農業者健康管理センター
※寝たきりの方のみ 82－1846

北部
下水流小学校 82－0039
下水流農業者トレーニングセンター 82－0210

江内
江内小学校 83－3004
江内カントリーコア 83－3111
野口自治公民館 　――

野田

岩淵 岩淵公民館 090－2513－4443
屋地、旭 屋地自治公民館 　――

餅井 餅井自治公民館 　――
青木 青木原自治公民館 　――

野田中央

野田農村環境改善センター 84－3316
野田保健センター
※寝たきりの方のみ 84－3003

野田小学校 84－2008
野田中学校 84－2011
野田女子高等学校 84－2074
野田体育館 84－3316
野田武道館 　――

市内避難所一覧
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「
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」
報
告
と
寄
付
金
募
集
の
お
願
い

 

通
知 

 
寄付金控除の

申告（寄付受入

書添付） 
 

 

 

 
当該年の 
所得税から 
税軽減 

 
 
 

翌年度の 
住民税から 
税軽減 

寄付申込書 

 
寄付ご賛同 
 
 
 
寄付受入書 

 
 
事業検討 

出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち 

応
援
基
金 

事
業
実
施
・
公
表 

「ツルと歴史のまち応援基金」と「ふるさと納税制度」の税軽減のしくみ 

居
住
地
の 

税
務
署 

居
住
地
の 

市
町
村

寄
付
ご
賛
同
者 

居住地に納める住民税額の概ね 2 割を限度に、2,000 円を超える寄附金について所得税と個

人住民税の軽減を受けることが出来ます。 

★
寄
付
の
特
典
★

　

翌
年
度
か
ら
１
年
間
、
市
の
広
報
紙
等
を

発
送
す
る
ほ
か
、「
か
ご
し
ま
応
援
者
」
と
し

て
、
県
内
各
施
設
の
入
場
割
引
等
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、
１
万
円
以
上
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
た
市
外
在
住
の
方
へ
、
特

産
品
の
贈
呈
を
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、国
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
活
用
し
た
「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま

ち
応
援
基
金
」
の
寄
付
金
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
は
２
７
８
件
の
個
人
・

団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、
６
８
６
万
４
千
円

余
り
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
鹿

児
島
県
が
中
心
と
な
っ
て
募
集
し
て
い
る

「
か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金
」
か
ら
の
配
分

金
・
運
用
利
子
等
を
合
わ
せ
て
、
総
額
で

８
０
８
万
１
千
円
の
積
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ご
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
改
め

て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

基
金
を
活
用
し
た
事
業
と
し
ま
し
て
、

昨
年
度
は
、
青
年
の
家
ド
ー
ム
テ
ン
ト
整

備
事
業
、
空
き
店
舗
再
開
事
業
、
観
光
牛

車
支
援
事
業
等
に
充
当
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援

事
業
や
図
書
館
備
品
等
整
備
事
業
に
充
て

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
寄
付
金
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
親
戚
や
知
人
等
で
県
外
在
住

の
皆
さ
ま
に
、国
の「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
活
用
し
た
本
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
Ｐ

Ｒ
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
寄
付
に
必
要
な
書
類
は
、
企
画

課
か
ら
直
接
郵
送
し
ま
す
。

寄
付
金
は
次
表
の
四
つ
の
事
業
か
ら

選
択
し
て
、
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
【
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応

援
基
金
】
寄
付
者
紹
介

　

寄
付
者
の
う
ち
、
居
住
地
お
よ
び
氏
名

（
氏
名
の
み
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
み
を
含
む
）

２
０
１
４
年
度
は
８
０
８
万
１
千
円
の
基
金
積
み
立
て
！

★選択できる事業および
2014 年度事業別積立金
事　　業　　名 積立金額

１ 海・山・川などの自然環境を守り
はぐくむ事業 1,445 千円

２ 教育・文化の振興を図り未来を担
う人づくり事業 2,952 千円

３ ツルや武家屋敷など地域資源の保
全と活用を図る事業 1,588 千円

４ その他地域の活性化など目的達成
のために必要な事業 2,096 千円 書

類
請
求
・
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
課
企
画
・
男
女
共
同
参
画
係

　
（
☎
�
４
０
３
３
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

の
公
表
を
了
解
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま

す
。

【
受
け
付
け
順
・
敬
称
略
】

・
埼
玉
県
川
越
市　
　

松
ヶ
角　

悠
司

・
千
葉
県
松
戸
市　
　

Ｍ
・
Ｎ

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

山
口　

睦
男

・
千
葉
県
船
橋
市　
　

廣
島　

孝
子

・
兵
庫
県
川
西
市　
　

外
園　

英
治

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

唐
崎　

富
夫

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

尾
郷　

良
幸

・
横

浜

市　
　

古
川
園　

龍
藏

・
神
奈
川
県
藤
沢
市　
　

松
﨑　

正
利

・
兵
庫
県
宝
塚
市　
　

尾
籠　

透

・
福　
　

岡　
　

市　
　

飯
牟
禮　

学

・
出　
　

水　
　

市　
　

松
下　

介
吉

・
神
奈
川
県
座
間
市　
　

田
中　

勝
之

・
東
京
都
練
馬
区　
　

宮
路　

貞
孝

・
神
奈
川
県
海
老
名
市　
　

井
上　

通
行

・
東
京
都
新
宿
区　
　

窪
田　

勝

・
横　
　

浜　
　

市　
　

Ｋ
・
Ｋ

・
福　
　

岡　
　

市　

柏
木
重
人
・
和
子

・
さ
い
た
ま
市　
　

川
内　

輝
夫

・
千
葉
県
市
川
市　
　

新
冨　

昭
則

・
兵
庫
県
川
西
市　
　

福
元　

好

・
兵
庫
県
西
宮
市　
　

Ｔ
・
Ｓ

・
静
岡
県
磐
田
市　
　

福
本　

正
子

・
横　
　

浜　
　

市　
　

竹
中　

範
雄

・
神
奈
川
県
相
模
原
市　
　

土
屋　

美
知
子

・
兵
庫
県
加
古
川
市　
　

池
田　

十
藏
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・
茨
城
県
那
珂
市　
　

吽
野　

清
子

・
東
京
都
板
橋
区　
　

野
中　

久

・
東
京
都
昭
島
市　
　

福
島
安
巳
・
幾
子

・
東
京
都
板
橋
区　
　

原
口　

良
則

・
千
葉
県
船
橋
市　
　

Ｙ
・
Ｙ

・
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市　
　

宮
野　

忠
幸

・
横　
　

浜　
　

市　
　

山
井　

志
朗

・
横　
　

浜　
　

市　
　

金
子　

英
男

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

中
村　

節

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

野
間
口　

至

・
愛
知
県
名
古
屋
市　
　

藤
盛　

奈
都
喜

・
愛
知
県
名
古
屋
市　
　

藤
盛　

幸
治

・
大
阪
府
枚
方
市　
　

石
澤　

文
敏

・
東
京
都
練
馬
区　
　

高
松　

義
悌

・
兵
庫
県
尼
崎
市　
　

渡
邉　

秀
三

・
大
阪
府
堺
市　
　

白
木
川　

櫻

・
兵
庫
県
伊
丹
市　
　

中
村　

春
夫

・
東
京
都
荒
川
区　
　

金
沢　

春
枝

・
奈
良
県
橿
原
市　
　

Ｔ
・
Ｔ

・
大
阪
府
江
東
区　
　

松
浦　

昭
則

・
兵
庫
県
川
西
市　
　

武
宮　

雅
行

・
大
阪
府
吹
田
市　
　

Ｓ
・
Ｔ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田　

常
夫

・
さ
い
た
ま
市　
　

Ｙ
・
Ｈ

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

宮
川　

幸
男

・
東
京
都
小
金
井
市　
　

平
下　

康
雄

・
東
京
都
江
東
区　
　

村
上　

有
孝

・
東
京
都
府
中
市　
　

中
村　

滋

・
横　
　

浜　
　

市　
　

藤
野　

勉

・
鹿
児
島
市　
　

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

・
大
阪
府
河
内
長
野
市　
　

杉
山　

正

・
京
都
府
京
田
辺
市　
　

榎
本　

比
呂
志

・
千
葉
県
市
原
市　
　

本
田　

義
信

・
埼
玉
県
蕨
市　
　

髙
久　

昌
子

・
福
岡
県
福
津
市　
　

岐
部　

善
治

・
東
京
都
北
区　
　

伊
福　

正
明

・
東
京
都
目
黒
区　
　

浦
辺　

美
代
子

・
埼
玉
県
春
日
部
市　
　

Ｔ
・
Ｋ

・
鹿　

児　

島　

市　
　

三
浦　

幸
雄

・
千　
　

葉　
　

市　
　

Ｓ
・
Ｓ

・
兵
庫
県
西
宮
市　
　

宇
都　

澄
男

・
姶　
　

良　
　

市　
　

伊
牟
田　

茂
夫

・
大
阪
府
羽
曳
野
市　
　

古
川　

利
浩

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

東
園　

盛
男

・
福　

岡　

市　
　

㈱
松
村
電
機
製
作
所

・
大
阪
府
箕
面
市　
　

大
石
田　

良
美

・
岐
阜
県
池
田
町　
　

Ａ
・
Ｍ

・
東
京
都
北
区　
　

二
宮　

博
文

・
京　
　

都　
　

市　
　

中
井　

勝
雅

・
滋
賀
県
大
津
市　
　

小
野　

一
也

・
東
京
都
品
川
区　
　

兒
玉　

光
子

・
大
阪
府
柏
原
市　
　

Ｓ
・
Ｋ

・
大
阪
府
枚
方
市　
　

南　

常
智

・
福
岡
県
春
日
市　
　

椿　

道
雄

・
横　
　

浜　
　

市　
　

Ｋ
・
Ａ

・
大
阪
府
大
東
市　
　

Ｔ
・
Ｋ

・
鹿　

児　

島　

市　
　

吉
冨　

紀
正

・
静
岡
県
浜
松
市　
　

中
窪　

一
清

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

隆
浩

・
神
奈
川
県
川
崎
市　
　

Ｙ
・
Ｔ

・
愛
知
県
刈
谷
市　
　

御
所
園　

輝
雄

・
宮
崎
県
延
岡
市　
　

Ｓ
・
Ｏ

・
東
京
都
練
馬
区　
　

河
野　

礼
子

・
兵
庫
県
明
石
市　
　

Ｓ
・
Ｍ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
上　

健
太
郎

・
福　
　

岡　
　

市　
　

濱
田　

喜
教

・
東
京
都
新
宿
区　
　

Ｔ
・
Ｍ

・
東
京
都
北
区　
　

髙
橋　

総
一
郎

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
杉　

研
一
郎

・
福
井
県
敦
賀
市　
　

Ｓ
・
Ｍ

・
熊　
　

本　
　

市　
　

野
原　

眞
藏

・
福　
　

岡　
　

市　
　

川
添　

幸
一

・
沖
縄
県
那
覇
市　
　
　

迫　

幸
治

・
東
京
都
文
京
区　
　
　

塚
田　

育
男

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

亮

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

忠

・
横　
　

浜　
　

市　
　

小
笠
原　

連
也

・
京
都
府
城
陽
市　
　

和
田　

英
樹

・
横　
　

浜　
　

市　
　

Ｈ
・
Ａ

・
大
阪
府
豊
中
市　
　

Ｓ
・
Ｎ

・
大
阪
府
茨
木
市　
　

野
村　

珠
生

・
東
京
都
世
田
谷
区　
　

Ｋ
・
Ｎ

・
東
京
都
東
村
山
市　
　

軸
薗　

勝
久

・　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

大
輔

・
千
葉
県
君
津
市　
　

新
穂　

省
三

・
大
阪
府
堺
市　
　

赤
松　

節

・
東
京
都
江
戸
川
区　
　

岩
下　

潤

【
２
０
１
５
年
３
月
31
日
現
在
】

出水市へのご寄付ありがとうございました
2014 年４月１日から 2015 年３月 31 日までに出水市に次の

方々から寄付がございましたのでお知らせします。
浄財をいただき感謝申し上げます。　　　　　　　（敬称略）

氏 　　名 住 　所 寄付の内容

東出水小学校ＰＴＡ
　会長　戸﨑　昭文 出水市上鯖渕 図書室用椅子

久山　喜昭 非公表 非公表
関東ふるさと出水会
　会長　伊藤　蕃 神奈川県川崎市 非公表

㈱セイカスポーツセンター
　玉川　文生

鹿児島県
　鹿児島市

トレーニングマ
シン

大島　貞子 出水市荘 藤原光政の手鏡
と印籠

是枝　美智子 出水市麓町 鎧一式、鎧名札
立、旗差物

（一社）鹿児島県ＬＰガス協会
　会長　秋元　耕一郎

鹿児島県
　鹿児島市

ガステーブルコ
ンロ、説明用パ
ネル　

宇都　忠良 出水市野田町下名 図書
交和電気産業㈱
　代表取締役　藤井　敏

出水市高尾野町
唐笠木 ＬＥＤ投光器

公表することに同意された方のみ掲載しています。
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
地
方
創
生
先
行
型
事
業
の
一

環
と
し
て
、
市
内
全
域
で
の
消
費
喚
起
を
目
的
に
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

販
売
額

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

　

１
冊
（
千
円
券
×
12
枚
の
１
万
２
千
円
分
）
を
１
万
円

　

で
販
売
。
１
世
帯
当
た
り
５
冊
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

○
子
育
て
世
帯
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

　

１
冊
（
千
円
券
×
13
枚
の
１
万
３
千
円
分
）
を
１
万
円

　

で
販
売
。
子
育
て
世
帯
購
入
券
１
枚
に
つ
き
１
冊
購
入

　

で
き
ま
す
。

購
入
券　
「
商
品
券
購
入
券
」
を
全
世
帯
あ
て
に
配
布
し

　

ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に

　

は
、「
子
育
て
世
帯
商
品
券
購
入
券
」
を
子
ど
も
の
人

　

数
分
郵
送
し
ま
す
。

取
り
扱
い
店

　

商
品
券
取
り
扱
い

店
一
覧
は
購
入
時
に

配
布
し
ま
す
。

使
用
期
間　
７
月
１

　

日
～
12
月
31
日

※
期
限
後
の
使
用
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

○
出
水
市
プ
レ
ミ
ア

　

ム
付
き
商
品
券
等

　

発
行
事
業
実
行
委

　

員
会
事
務
局
（
出

　

水
商
工
会
議
所
）

　
（
☎
�
１
３
３
７
）

○
購
入
券
に
関
し
て

　

本
庁
商
工
労
政
課

　
（
☎
�
４
８
０
０
）

　

本
庁
こ
ど
も
課

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支
給

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
要
件
（
対
象
者
）
本
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
出

　

水
市
か
ら
受
給
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。
特
例
給
付

　
（
所
得
制
限
額
以
上
の
方
に
、
児
童
１
人
当
た
り
月

　

額
５
千
円
を
支
給
）
を
受
給
さ
れ
る
方
は
、
対
象
に

　

な
り
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
は
、
基
準
日
に
お
い
て
住
民
票
が
出
水
市
に

　

あ
る
方
が
対
象
。
勤
務
先
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

基
準
日　
５
月
31
日

対
象
児
童　
支
給
対
象
者
の
本
年
６
月
分
の
児
童
手
当

　

の
対
象
と
な
る
児
童

支
給
額　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

申
請
先　
本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係
ま
た
は
各
支

　

所
総
合
市
民
課

申
請
期
間　
６
月
中
旬
～
９
月
下
旬

提
出
書
類　
申
請
書
（
郵
送
で
お
送
り
し
ま
す
）、
振

　

込
先
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
等
の
写
し
）

※
児
童
手
当
が
振
り
込
ま
れ
る
口
座
を
指
定
す
る
場
合

　

は
省
略
で
き
ま
す
。

そ
の
他　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
ほ
か
に
臨

　

時
福
祉
給
付
金
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

　

は
併
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
別
途
申
請
案
内
が
あ

　

り
ま
し
た
ら
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係
（
☎
�
４
０
４
７
）

方
向
性
⑧
【
指
定
管
理
】

　

施
設
の
管
理
運
営
を
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
利
用
者
増

を
は
か
る
。

方
向
性
⑦
【
賃
貸
】

　

未
利
用
施
設
は
、
貸

し
付
け
る
な
ど
し
て
利

活
用
を
は
か
る
。

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
取
り
組

ん
で
い
く
方
向
性
を
紹
介
す
る
第
４
弾
で
す
。

　

今
回
は
「
賃
貸
」
と
「
指
定
管
理
」
を
紹
介
し
ま
す
。

～
公
共
施
設
白
書
よ
り
～

運営：民間団体等

地方公共団体利活用：民間団体等

地方公共団体

同一用途

所有権は地方公共団体今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
４
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

育
て
よ
う
　
心
の
中
の 

エ
コ
の
種
　
守
っ
て
い
こ
う
　
み
ん
な
の
地
球

荘
小
学
校
　
六
年
　
荒
木
　
乃
於

咲
か
せ
よ
う
　
ゴ
ミ
の
な
い
場
所
に
　
花
た
ち
を

荘
中
学
校
　
三
年
　
平
木
　
佑
奈

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

設置主体は地方公共団体のまま、
民間団体等が管理運営を行う。

商品券販売日程
月　日 場　所 時　間

６月 27 日（土）
６月 28 日（日） 出水公会堂

午前９時
～午後４時

６月 29 日（月）
～７月 30 日（木）
（土・日を除く）

出水商工会議所、
鶴の町商工会高尾野本所

７月 31 日（金） 鶴の町商工会高尾野本所
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マイナンバー通信　③
つるのしんと
マイナちゃんによる

－マイナンバー（個人番号）について－マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ーマイナちゃん

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
有
料
）

　
（
☎
０
５
７
０

－

２
０

－

０
１
７
８
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
（
☎
０
５
７
０

－

２
０

－

０
２
９
１
（
外
国
語
（
英
語
）
対
応
）

※
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
、祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
内
閣
官
房
）

　

http://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
課
行
政
改
革
係
（
☎
�
４
０
３
７
）

本
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
通
知
さ
れ
ま
す
。

○
10
月
か
ら
各
世
帯
に
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
が
送

　

付
さ
れ
ま
す
。

○
通
知
カ
ー
ド
は
住
民
票
の
住

　

所
に
届
き
ま
す
。

○
通
知
カ
ー
ド
は
大
切
に
保
管

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
原
則
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ

　

ー
は
一
生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

来
年
１
月
か
ら
社
会
保
障・税・

災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保

障
・
税
・
災
害
対
策
分
野
の
中

で
法
律
に
定
め
ら
れ
た
行
政
手

続
き
お
よ
び
こ
れ
ら
に
類
す
る

事
務
で
、
地
方
公
共
団
体
が
条

例
で
定
め
る
事
務
に
の
み
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本年 10 月から各世帯にマイナンバーの記載された通
知カードが送付されて、来年 1 月からは、行政手続き
でマイナンバーが必要になるよ。
今回はマイナンバーについて紹介するね。

僕のマイナンバーはいつわかるの？
マイナンバーはどんな時に必要なの？

個人情報の保護について
●マイナンバーの利用範囲は法律で定められています。
●個人情報が特定の機関に集約されることはありません。（分散管理方式）
●個人情報の取り扱いに当たっては個人情報保護法よりも厳しい基準が設けられています。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
防

災
、
防
犯
、
ご
み
収
集
な
ど
生
活

に
密
接
し
た
問
題
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。

　

自
治
会
は
、
住
み
よ
い
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
域

に
お
け
る
様
々
な
問
題
の
解
決
に

取
り
組
み
、
住
民
の
連
帯
意
識
の

向
上
に
努
め
て
い
る
自
主
的
な
任

意
の
団
体
で
す
。

　

ご
近
所
で
自
治
会
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
温
か
い
心
で
自
治
会
加
入
を

勧
め
、
お
互
い
に
理
解
し
あ
い
、

快
適
で
潤
い
の
あ
る
地
域
社
会
を

創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
月
は
『
自
治
会
加
入

促
進
月
間
』
で
す
。　
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　2014 年度下半期 の 財政状況 について

会計名
収益的収入および支出 資本的収入および支出

収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水道事業 予算現額 ８億 5,750 万円
100.47%

８億 3,499 万円
95.95%

7,308 万円
95.88%

４億 6,146 万円
95.32%

収入・支出済額 ８億 6,153 万円 ８億 0,119 万円 7,007 万円 ４億 3,985 万円

病院事業 予算現額 41 億 3,527 万円
104.79%

63 億 5,465 万円
98.82%

６億 2,922 万円
97.81%

８億 9,601 万円
98.43%

収入・支出済額 43 億 3,321 万円 62 億 7,985 万円 ６億 1,542 万円 ８億 8,193 万円

区　分
2015 年３月末

現在高
2014 年９月末

現在高
増　減 備　　　　　考

土 地 
（ う ち 山 林 ）

3,282 万 7,050㎡
(285 万 8,825㎡）

3,284 万 4,803㎡
(286 万 8,861㎡）

△ 1 万 7,753㎡
（△ 1 万 36㎡）土地のうち、主なものは山林です。

建 物 31 万 2,097㎡ 31 万 3,755㎡ △ 1,658㎡ 建物のうち、主なものは学校、公園、住宅などの施設です。
有 価 証 券 4,588 万円 4,588 万円 0 万円 市が保有している株券です。
出 資 金 １億 353 万円 ６億 1,234 万円 △５億 881 万円 各種協会等への出資金です。

貸 付 金 12 億 5,670 万円 11 億 7,534 万円 8,136 万円 特定事業のために市民や別会計の事業にお金の貸し付
けを行っているものです。

車 両 178 台 179 台 △ 1 台 市が保有している公用自動車や消防車両などです。
基 金 187 億 3,699 万円 192 億 3,119 万円 △４億 9,420 万円 一般家庭の預貯金に相当するもので、18 の基金があります。

積 立 141 億 5,958 万円 143 億 3,339 万円 △１億 7,381 万円 計画的に積み立て、赤字になりそうなときに取り崩した
り、特定の事業を行うための基金です。

果実運用 31 億 2,100 万円 31 億 2,100 万円 0 万円 原資は取り崩さず、その利息を使って事業を行う基金です。

定額運用 10 億 9,846 万円 14 億 1,940 万円 △３億 2,094 万円 一定の金額の基金を原資に、土地を購入したり、貸し付けを
行う基金です。

特別会計 ３億 5,796 万円 ３億 5,740 万円 56 万円 特別会計が積み立てている基金です。主に国民健康保険基金。

会　　計　　名 2015 年３月末 
現　在　高

2014 年９月末 
現　在　高 増　　減

一　般　会　計 220 億 5,649 万円 226 億 2,190 万円 △ 5 億 6,541 万円

下水道分

下 水 道 特 別 会 計 80 億 8,184 万円 84 億 1,815 万円 △ 3 億 3,631 万円
特定環境保全公共
下 水 道 特 別 会 計 48 億 8,538 万円 49 億 9,462 万円 △ 1 億 924 万円
農 業 集 落 排 水
特 別 会 計 16 億 6,907 万円 17 億 3,496 万円 △ 6,589 万円

地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計 １億 5,097 万円 １億 6,043 万円 △ 0,946 万円

企業会計
水　 道　 事　 業 44 億 0,335 万円 44 億 5,350 万円 △ 5,015 万円
病　 院　 事　 業 32 億 6,183 万円 32 億 2,093 万円 4,090 万円

企業会計の状況

2015 年３月 31 日時点の財産などの状況

財産の状況

借金（市債）の状況

一時借入金の状況 　昨年 10月 1日から本年３月 31日までの間に資金不足は発生しなかったた
め、一時借り入れは行っていません。
　なお、2006 年の市町村合併以降、資金不足により一時借り入れを行った実
績はありません。

○一 般 会 計 と は…福祉・教育・都市整備といった行政運営の基本的な経費について、市税などを主な財源として計上している会計です。
○特 別 会 計 と は…地方公共団体が特定事業の収入をその事業の支出に充て経理を行う会計で、一般会計とは切り離して考えるものです。
○企 業 会 計 と は…使用料などのその事業における収入で、その事業の経費をまかなうことを目的として設置される独立採算が原則の会計です。
○市 債 と は…市が大きな事業を実施するときに国や金融機関などから行う借入金のことです。
○一時借入金とは…支払資金が不足するときなどに、金融機関から一時的に借りるお金のことで、年度内に返済することとなっています。

　地方自治法および出水市財政事情の作成及び公表に関する条例では、年に２回、市の財政状況について公表する
こととなっています。今回は、2014（平成26）年度下半期（10月～３月）の財政状況について、お知らせします。
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　2014 年度下半期 の 財政状況 について

　〔　歳　入　〕
区　　　分 予算現額 収入済額 収入率

自
主
財
源

市 税 51 億 3,605 万円 51 億 0,978 万円 99.49%
使 用 料 お よ び 手 数 料 ３億 9,885 万円 ３億 8,028 万円 95.34%
分 担 金 お よ び 負 担 金 ３億 1,300 万円 ２億 7,777 万円 88.74%
繰 越 金 11 億 5,976 万円 11 億 5,976 万円 100.00%
繰 入 金 ７億 6,954 万円 7 億 5,809 万円 98.51%
そ の 他 10 億 0,894 万円 10 億 0,124 万円 99.24%
小 計 87 億 8,614 万円 86 億 8,692 万円 98.87%

依
存
財
源

地 方 交 付 税 99 億 4,736 万円 104 億 1,089 万円 104.66%
国 庫 支 出 金 34 億 4,411 万円 29 億 1,414 万円 84.61%
市 債 30 億 5,140 万円 8 億円 26.22%
県 支 出 金 16 億 1,544 万円 11 億 3,691 万円 70.38%
そ の 他 ８億 6,958 万円 ９億 0,970 万円 104.61%
小 計 189 億 2,789 万円 161 億 7,164 万円 85.44%

歳 入 合 計 277 億 1,403 万円 248 億 5,856 万円 89.70%

　〔　歳　出　〕
区　　分 予算現額 支出済額 執行率

議 会 費 ２億 2,804 万円 ２億 2,417 万円 98.30%
総 務 費 61 億 3,512 万円 35 億 9,168 万円 58.54%
民 生 費 86 億 5,985 万円 71 億 0,564 万円 82.05%
衛 生 費 27 億 7,135 万円 25 億 7,122 万円 92.78%
労 働 費 3,023 万円 2,853 万円 94.38%
農 林 水 産 業 費 10 億 2,239 万円 ６億 7,086 万円 65.62%
商 工 費 ４億 7,614 万円 ２億 6,763 万円 56.21%
土 木 費 20 億 6,628 万円 ９億 0,468 万円 43.78%
消 防 費 ７億 2,554 万円 ６億 5,267 万円 89.96%
教 育 費 27 億 2,267 万円 25 億 8,332 万円 94.88%
災 害 復 旧 費 3,927 万円 1,306 万円 33.26%
公 債 費 28 億 3,446 万円 28 億 3,346 万円 99.96%
予 備 費 269 万円 0 万円 0.00%
歳 出 合 計 277 億 1,403 万円 214 億 4,692 万円 77.39%

特別会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 83 億 8,183 万円 67 億 9,269 万円 81.04% 77 億 9,854 万円 93.04%
後 期 高 齢 者 医 療 ６億 4,113 万円 ６億 1,726 万円 96.28% ６億 2,019 万円 96.73%
介 護 保 険 57 億 4,986 万円 47 億 2,816 万円 82.23% 52 億 2,672 万円 90.90%
交 通 災 害 共 済 1,808 万円 1,447 万円 80.06% 766 万円 42.39%
下 水 道 12 億 7,370 万円 ３億 4,679 万円 27.23% 11 億 7,943 万円 92.60%
特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 ４億 7,290 万円 9,999 万円 21.14% ４億 3,241 万円 91.44%
農 業 集 落 排 水 ２億 4,852 万円 4,531 万円 18.23% ２億 3,968 万円 96.44%
地 方 卸 売 市 場 2,373 万円 1,050 万円 44.25% 2,316 万円 97.57%

各会計における 2015 年 3月 31日時点の予算の執行状況、財産の状況は次のとおりとなっています。
なお、2014 年度末の決算額とは出納整理期間があるため異なります。

一般会計の状況
2015 年３月 31 日時点の予算の執行状況

※自主財源の「その他」には、
　財産収入、寄附金、諸収入
　が含まれています。
※依存財源の「その他」には、
　地方譲与税、地方消費税交
　付金などの各種交付金が含
　まれています。

特別会計の状況
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北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

２
０
１
５
年
度
当
初
予
算

歳　出 歳　入

2015 （平成 27） 年度当初予算
10億 862 万７千円

諸収入
1,951万９千円 

使用料および手数料
2,240万５千円

分担金および負担金
９億4,540万４千円

国庫補助金
2,129万９千円

議会費
　165万円
予備費
　　50万円

⎰
⎱

衛生費
６億1,586万４千円
うち新焼却処理施設整備費分
　8,233万１千円

総務費
8,280万６千円

民生費
6,312万６千円

内訳
阿久根市負担金 ２億　919 万３千円
出水市負担金 ４億 4,981 万９千円

長島町負担金 １億 1,388 万３千円

地方交付税 １億 7,250 万９千円

公債費
２億4,468万１千円

（注）地方交付税 ･･･ 起債償還に充当される国からの財源措置分

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 公債費 その他
942 円 718 円 4,567 円 871 円 1,566 円 2,783 円 25 円

返　済

住民１人当たりに使わる金額� 11,472 円
（2015 年３月末人口で算定）� 人口 87,925 人

歳　入
10億862万７千円

歳　出
10億862万７千円

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
２
０
１

５
（
平
成
27
）
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

２
０
１
５
年
度
の
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

２
０
１
５
年
度
の
当
初
予
算
は
、
２
０
１

４
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
、
１
億
３
２
２
７

万
５
千
円
、
11
・
６
㌫
減
と
な
り
、
10
億
８
６

２
万
７
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、
各
市
町

か
ら
の
負
担
金
、
鉄
、
ア
ル
ミ
の
不
用
品
売
り

払
い
収
入
等
お
よ
び
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理

場
使
用
料
等
）、
歳
出
（
支
出
）
の
衛
生
費
に

お
け
る
新
焼
却
処
理
施
設
整
備
事
業
費
に
よ
る

国
庫
補
助
金
で
す
。

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、
じ
ん
か

い
（
ご
み
）
処
理
、
本
年
度
で
２
年
目
と
な
る

新
焼
却
処
理
施
設
整
備
事
業
費
、
リ
サ
イ
ク
ル

処
理
、
し
尿
処
理
の
た
め
の
経
費
で
あ
る
衛
生

費
、組
合
の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、

介
護
保
険
の
認
定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民

生
費
、
議
会
費
お
よ
び
総
務
費
で
す
。

予
算
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
適
正

か
つ
効
率
的
な
財
政
計
画
を
立
て
て
、
組
合
の

健
全
運
営
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　
（
☎
�
４
８
１
５
）

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.ab.auone-net.jp/~hokusatu/
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り

　

年
を
と
っ
て
く
る
と
、
病
気
に

な
っ
た
り
、
膝
や
腰
が
痛
く
な
っ

た
り
と
、
か
ら
だ
の
不
調
を
覚
え

る
こ
と
が
増
え
ま
す
。
多
少
の
不

調
は
あ
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
元

気
に
、
自
分
の
望
む
よ
う
な
生
活

を
楽
し
め
た
ら
な
に
よ
り
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
日
々
の
生
活
の

中
で
、
か
ら
だ
や
心
が
い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
こ
と

が
「
介
護
予
防
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

６
つ
で
す
。

　

６
月
４
日
～
同
10
日
は
、
歯
と

口
の
健
康
週
間
で
す
。

　
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
行
事
」

と
し
て
、
地
区
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
に
よ
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

が
行
わ
れ
ま
す
。

図
画
ポ
ス
タ
ー
展
・
展
示
期
間

　

６
月
１
日（
月
）～
同
10
日（
水
）

展
示
場
所　
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出

　

水
店
、ト
ゥ
モ
ロ
ウ
高
尾
野
店
、

　

ト
ゥ
モ
ロ
ウ
下
水
流
店
、
Ａ
コ

　

ー
プ
鹿
児
島
野
田
店

※
展
示
期
間
お
よ
び
場
所
は
、
都

　

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

図
画
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

日　
時　
６
月
６
日
（
土
）

　

午
後
３
時
～
同
３
時
30
分

場　
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
郡
歯
科
医

　

師
会
（
よ
し
だ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

　

ク
）（
☎
�
３
４
４
３
）

　

県
で
は
、
厚
生
労
働
省
「
２
０
１

５
年
度
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
実
施

要
綱
」
に
基
づ
き
、
全
国
で
展
開
さ

れ
る
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」（
６

月
１
日
～
同
７
日
）
に
合
わ
せ
て
、

　

北
薩
合
唱
連
盟
に
よ
る
、
第
16

回
北
薩
合
唱
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

日　
時　
７
月
５
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
演

場　
所　
市
文
化
会
館

参
加
団
体　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ａ･

　
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
（
出
水
市/

混
声
）、

　

コ
ー
ル
う
ず
し
お
（
長
島
町/

　

女
声
）、
コ
ー
ル
の
だ
（
野
田

　

町/

女
声
）、
コ
ー
ル
み
か
さ

　
（
阿
久
根
市/

混
声
）、
コ
ー
ル

　

メ
イ
プ
ル（
高
尾
野
町/

女
声
）、

　

出
水
市
少
年
少
女
合
唱
団
、
北

　

薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

合
同
演
奏
曲　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　

作
曲　

交
響
曲
第
９
番　

第
4

　

楽
章
「
歓
喜
の
歌
」

　

ソ
リ
ス
ト
：（
ソ
プ
ラ
ノ
）
瀬

　

戸
口
美
希
代 

（
ア
ル
ト
）
大
友

　

幸
世 

（
テ
ノ
ー
ル
）
高
風
勝
治 

　
（
バ
リ
ト
ン
）
瀬
戸
口
浩

演　
奏　
北
薩
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

　

バ
ン
ド　

北
薩
第
九
を
歌
う
会

指　
揮　
大
川
内
國
雄

入
場
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
合
唱
連
盟（
代
表　

河
野
）

　
（
☎
�
０
１
３
１
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

歯
と
口
の
健
康
週
間
行
事

「
介
護
予
防
」
っ
て
？

第
16
回
北
薩
合
唱
祭
♪

各
保
健
所
に
お
い
て
夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即

日
検
査
（
無
料
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

出
水
保
健
所
で
の
検
査
日
程
は

次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
は
、
早
期
の
発
見

と
治
療
が
重
要
な
感
染
症
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
受
診

さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
日　
６
月
３
日
（
水
）

　

午
後
５
時
～
同
７
時（
要
予
約
）

検
査
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査

所
要
時
間　
概
ね
１
時
間
程
度

※
検
査
は
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
、
検
査
結
果
は
即
日
で
わ

　

か
り
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
（
☎
�
１
６
３
６

　
（
内
線
２
０
６
））

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

平
日
夜
間
に
検
査
実
施

運
動
器
の
機
能
向
上　
足
の
力
を

　

つ
け
て
、
転
び
に
く
い
体
づ
く

　

り
を
目
指
す
。

栄
養
改
善　
食
事
を
し
っ
か
り
と

　

っ
て
運
動
に
よ
る
体
づ
く
り
を

　

助
け
る
。

口
腔
機
能
改
善　
食
事
を
し
っ
か

　

り
と
る
た
め
に
お
口
の
機
能
を

　

高
め
る
。

認
知
機
能
低
下
予
防　
楽
し
く
頭

　

や
体
を
使
い
、
認
知
機
能
の
低

　

下
を
予
防
す
る
。

閉
じ
こ
も
り
予
防　
家
の
外
に
で

　

る
こ
と
で
、
か
ら
だ
と
心
を
元

　

気
に
す
る
。

う
つ
予
防　
心
の
健
康
づ
く
り
の

　

た
め
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

　

よ
う
す
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
の
予
防
に
つ
い
て
の
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
に

応
じ
て
、
地
域
の
公
民
館
等
に
も

出
向
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
い
き
い
き

　

長
寿
課
高
齢
者
支
援
係

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

－

）

　
（
☎
�
２
４
７
７
）

６
月
は
「
食
育
月
間
」、
毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」

　
｢

食
育｣

と
は
、
生
涯
を
通
じ
た
健
全
な
食
生
活
の
実
現
、
食
文
化
の

継
承
、
健
康
の
確
保
等
が
図
れ
る
よ
う
、
自
ら
の
食
に
つ
い
て
考
え
る
習

慣
や
食
に
関
す
る
様
々
な
知
識
と
食
を
選
択
す
る
判
断
力
を
楽
し
く
身
に

付
け
る
た
め
の
学
習
等
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
生
き
る
上
で
の
基
本
で

あ
っ
て
、
知
育
、
徳
育
お
よ
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

○
こ
の
機
会
に
、
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
生
活
指
針
（
食
生
活
指
針
の
実
践
の
た
め
に
）

①
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

②
１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム
を
。

③
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
。

④
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と
。

⑤
野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
豆
類
、
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
。

⑥
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に
。

⑦
適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に
見
合
っ
た
食
事
量
を
。

⑧
食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
活
か
し
、
と
き
に
は
新
し
い
料
理
も
。

⑨
調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄
や
廃
棄
を
少
な
く
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
尾
野
支
所
農
政
課
農
政
畜
産
係
（
☎
�
５
４
２
５
）
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市
役
所
の
文
書
発
送
用
封
筒
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
封
筒
広
告
は
、
封
筒
の
作

成
費
用
の
一
部
を
広
告
主
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
自
主
財
源

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
募
集
す
る
も
の
で
す
。

　

募
集
は
年
１
回
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

　

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
広
告
内
容
の
電
子
デ
ー
タ
を
Ｅ

　

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

応
募
期
限　
６
月
19
日
（
金
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

市
の
封
筒
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集

掲
載
の
決
定　
広
告
の
内
容
を
審

　

査
し
、
掲
載
が
適
当
と
認
め
ら

　

れ
る
申
込
者
の
中
か
ら
、
市
内

　

に
店
舗
・
営
業
所
等
を
有
す
る

　

方
を
優
先
し
、
先
着
順
と
し
ま

　

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
法
務
室

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gyousei_c1@
city.izum

i.kag

　

oshim
a.jp

封筒の種別 広告掲載枚数
（封筒作成枚数）※１ 募集枠 広告の大きさ・色

※２
広告１枠の料金
（消費税込み）

角２封筒
（大封筒） 40,000 枚 ８枠 縦６ × 横 10 ㎝

・白地に紺色 36,000 円

長３封筒
（中封筒） 60,000 枚 ４枠 縦４．８ × 横９ ㎝

・白地に紺色 41,000 円

※１　この広告入り封筒は、おおむね１年以内に使い切りますが、各課在庫等の
　　　関係で１年以内で使い切らないこともあります。
※２　複数枠を利用することができます。（広告料は １枠の料金 × 枠数 となります。）

 

 

◆ こ の 封 筒 は 、 広 告 主 の 御 協 力 に よ り 作 成 さ
れ ま す ◆

広 告  

広 告  

 

広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

 

 

 
広 告  

広 告  

広 告  

広 告  

期　日 場　所 イベント名 時　間 申込・問い合わせ先

７月 25 日
（土）

本町通り
歩行者天国

仮装パレード 午後５時 30 分
～同６時

本庁観光交流課（出水市役所本庁３階）
（☎ 63 － 4059）みこしパレード

みこし担ぎ競争 午後６時
～同６時 30 分 （一社）出水市観光協会

（出水駅観光特産品館「飛来里」内）
（☎ 79 － 3030）市民総踊り大会 午後６時 30 分

～同８時 30 分

★イベントの参加者を募集！！★　　
2015 年　夏祭りいずみ「鶴翔祭」では、次のイベントを計画しています。
市民参加型の祭りですので、年齢や性別は問いません。職場や各種団体、

その他いろいろなグループを作り、ぜひご参加ください。

フリーマーケット　我
が

楽
ら く

多
た

市
い ち

≪出　店　者　募　集≫
　家庭に眠っている不用な衣類、雑貨、贈答品など（食料品や
危険物は除く）を自分たちで販売してみませんか。なお、参加料・
販売手数料は必要ありません。
日　　時　７月 26 日（日）午後４時～同７時
場　　所　市総合運動公園多目的グラウンド
参加資格　代表者が出水市在住の方で 18 歳以上（高校生は除く）
　 　 　　個人またはグループで、会場準備、後片付けに参加
　 　 　　できる方。リサイクル業者の方はご遠慮ください。
※今回から、参加者によるテント持ち込みとなります。
申し込み　観光交流課へご連絡ください。詳しい資料、申込用
　 　 　　紙を送付します。（申し込み多数の場合は、抽選）
締め切り日　６月 26 日（金）
申込・問い合わせ先　本庁観光交流課（☎ 63 － 4059）

ダンスフェスタ
≪出　場　者　募　集≫

日　　時　７月 26 日（日）
場　　所　市総合運動公園多目的グラウンド
　　　　　特設ステージ
募集期限　６月 19 日（金）
参加資格　個人・団体は問いません。
※多数のご参加をお待ちしています。
申込・問い合わせ先
　出水商工会議所青年部　担当：日高・矢野
（☎ 62 － 1337、ＦＡＸ 63 － 0552）
Ｅメール　yeg@izumi-cci.or.jp

※前回申し込まれた団体には、参加申込書をお送りします。※イベントによって申込先が異なりますのでご注意ください。

 

 

2015 年 夏祭りいずみ ～７月25 日（土）・26 日（日）開催～ 

 
        

申込期限　６月 26 日（金）
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公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英

会
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
は
、

２
０
１
５
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。（
奨
学
生
募
集
に
は
、

進
学
前
に
奨
学
金
の
貸
与
を
予
約

す
る
予
約
募
集
と
、
進
学
後
に
申

し
込
む
在
学
募
集
が
あ
り
ま
す
。）

共
通
の
応
募
資
格

　

保
護
者
等
が
自
動
車
事
故
や
踏

　

公
の
施
設
指
定
管
理
者
選
定
審

議
会
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
選
定

に
つ
い
て
、
必
要
な
審
議
等
を
行

う
附
属
機
関
で
す
。
施
設
の
種
別

に
応
じ
た
委
員
を
市
民
か
ら
広
く

募
集
し
、
客
観
性
、
専
門
性
の
高

い
審
議
会
と
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

募
集
人
員　
２
人

募
集
期
間　
６
月
１
日
（
月
）
～

　

同
19
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着
。

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年

応
募
資
格　
次
の
条
件
を
満
た
す

　

こ
と

○
満
20
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
ま

　

た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し

　

て
い
る
こ
と

○
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

指
定
管
理
者
選
定
審
議

会
委
員
を
募
集

　

市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、

東
光
山
で
行
う
下
刈
り
作
業
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

日　
時　
６
月
14
日
（
日
）

　

午
前
８
時
～
同
10
時

※
小
雨
決
行

場　
所　
東
光
山
公
園

対
象
者　
小
学
生
以
上
（
小
学
生

　

は
保
護
者
同
伴
に
限
る
）

募
集
人
員　
１
０
０
人
程
度

申
込
期
限　
６
月
10
日
（
水
）

※
参
加
者
に
は
軽
食
を
準
備
し
ま

　

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備
課

　

林
務
水
産
係

　
（
☎
�
５
４
２
７
）

東
光
山
公
園
の
下
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

交
通
遺
児
育
英
会

奨
学
生
を
募
集

対象となる学校、奨学金月額、募集期限等
学　校 奨学金月額 募集期限

高等学校・
高等専門学校

２万円、３万円、
４万円から選択

在学募集は、2016 年１月 29 日
第１次予約募集は、2015 年 9 月 30 日
第２次予約募集は、2016 年 2 月 29 日

大学・
短期大学

４万円、５万円、
６万円から選択

在学募集は、2015 年 11 月 10 日
第１次予約募集は、2015 年 9 月 11 日
第２次予約募集は、2016 年 1 月 29 日

大学院 ５万円、８万円、
10 万円から選択

在学募集は、2015 年６月 10 日
予約募集は、2016 年１月 29 日

専修学校専門
課程・各種学校

４万円、５万円、
６万円から選択 在学募集は、2015 年 11 月 10 日

予約募集は、2016 年 2 月 29 日専 修 学 校 高
等課程

２万円、３万円、
４万円から選択

※学校種によっては、入学一時金、進学準備金の制度が受けられます。

　

切
事
故
な
ど
、
道
路
に
お
け
る

　

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重

　

い
後
遺
障
害
の
た
め
に
働
け
ず
、

　

経
済
的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・

　

学
生
で
あ
る
こ
と
。（
申
込
時

　

29
歳
ま
で
の
人
）

対
象
と
な
る
学
校
、奨
学
金
月
額
、

募
集
期
限
等　
次
の
表
の
と
お
り

問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人　

交
通
遺
児
育

　

英
会
（
☎
０
３

－

３
５
５
６

－
　

０
７
７
３
）

　

http://w
w

w
.kotsuiji.com

　

で
き
る
こ
と
（
本
年
度
は
６
回

　

開
催
予
定
、
１
回
当
た
り
２
～

　

３
時
間
程
度
）

○
市
が
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

　

し
て
い
る
施
設
と
同
種
の
施
設

　

や
同
等
の
施
設
に
つ
い
て
管
理

　

運
営
の
経
験
ま
た
は
専
門
知
識

　

を
有
し
て
い
る
こ
と

※
た
だ
し
、
現
在
、
本
市
の
公
の

　

施
設
の
指
定
管
理
者
と
な
っ
て

　

い
る
法
人
の
従
業
員
な
ど
関
係

　

者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

※
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

　

い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
庁
市
民
相
談

　

室
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課

　

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

　

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
本
庁
市
民
相
談
室

　

ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。（
市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

選
考
結
果　
選
考
は
書
類
選
考
で

　

行
い
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
応

　

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
課
行
政
改
革
係

　
（
☎
�
４
０
３
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

４
０
３
０
）

　
電
子
メ
ー
ル　

kikaku_c@

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

「
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
収
集
」
は
、
７
月
に
実
施

　

例
年
、
６
月
中
に
実
施
し
て
い
ま
す
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
お
よ
び
廃

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル
ム
類
（
マ
ル
チ
類
・
ネ
ッ
ト
類
・
谷
シ
ー
ト
・

肥
料
空
き
袋
・
育
苗
箱
・
コ
ン
テ
ナ
・
パ
レ
ッ
ト
・
農
薬
の
空
き
容
器
等
）

の
収
集
は
、
７
月
に
実
施
予
定
で
す
。

期　
日　
７
月
14
日
（
火
）
予
定

※
詳
し
く
は
広
報
い
ず
み
７
月
号
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

処
理
経
費

○
廃
ビ
ニ
ー
ル　

10
円

○
廃
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル
ム　

15
円

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業
振
興
係
（
☎
�
５
４
２
４
）
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市
で
は
、
音
声
訳
奉
仕
員
の
養

成
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
受
講
希
望
の
方
は
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

内　
容　
視
覚
障
害
者
向
け
に
広

　

報
紙
等
を
テ
ー
プ
に
録
音
す
る

　

奉
仕
員
養
成
を
目
的
と
し
た
講

　

座
で
す
。

実
施
日　
６
月
27
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
同
５
時

場　
所　
市
中
央
公
民
館

　

学
習
室
３
・
４

募
集
定
員　
20
人
程
度

受
講
料　
無　

料

申
込
期
限　
６
月
23
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
☎
�
４
０
４
５
）

音
声
訳
講
習
会
受
講
生

募
集

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
３
カ
月

コ
ー
ス

訓
練
内
容　
ワ
ー
プ
ロ
（
Ｗ
ｏ
ｒ

　

ｄ
）、
表
計
算
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）

　

を
利
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

　

操
作
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
機

　

能
・
基
本
操
作

訓
練
実
施
場
所　
川
内
能
力
開
発

　

校
（
薩
摩
川
内
市
）（
☎
０
９

　

９
６

－

２
２

－

３
８
７
３
）

受
講
料　
無
料
。
訓
練
期
間
中
は

　

受
講
給
付
金
や
訓
練
助
成
金
が

　

支
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

定　
員　
８
人

訓
練
期
間　
７
月
14
日
（
火
）
～

　

10
月
９
日
（
金
）

　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
３
時
50

　

分
（
土
・
日
、
祝
日
は
休
み
）

応
募
資
格　
障
害
を
お
持
ち
の
方

　

で
、
早
期
の
就
職
や
再
就
職
を

　

目
指
す
方
。
就
労
支
援
事
業
所

　

等
で
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
る

　

方
も
受
講
可
能
で
す
。

募
集
期
限　
６
月
５
日
（
金
）

応
募
方
法　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
に
願
書
等
を
提
出
。
校
指

　

定
の
用
紙
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法　
面　

接

○
日
時　

６
月
23
日
（
火
）

　

午
前
10
時

○
場
所　

川
内
能
力
開
発
校

障
害
者
委
託
訓
練
生

募
集

ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
３
カ
月

コ
ー
ス

訓
練
内
容　
ワ
ー
プ
ロ
（
Ｗ
ｏ
ｒ

　

ｄ
）、
表
計
算
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）

　

を
利
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

　

操
作
、
ビ
ジ
ネ
ス
一
般
知
識
、

　

簿
記
の
基
礎
等

訓
練
実
施
場
所　
（
有
）
キ
ズ
ナ

　

キ
ュ
ー
エ
ー
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー

　

ル
（
出
水
市
上
鯖
渕
）

　
（
☎
�
７
５
０
５
）

受
講
料　
無
料
。
訓
練
期
間
中
は

　

受
講
給
付
金
ま
た
は
訓
練
助
成

　

金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

　

ま
す
。

定　
員　
８
人

訓
練
期
間　
９
月
２
日
（
水
）
～

　

11
月
30
日
（
月
）

　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
３
時
50

　

分
（
土
・
日
、
祝
日
は
休
み
）

応
募
資
格　
障
害
を
お
持
ち
の
方

　

で
、
早
期
の
就
職
や
再
就
職
を

　

目
指
す
方
。
就
労
支
援
事
業
所

　

等
で
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
る

　

方
も
受
講
可
能
で
す
。

募
集
期
間　
６
月
22
日
（
月
）
～

　

７
月
17
日
（
金
）

応
募
方
法　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
に
願
書
等
を
提
出
。
校
指

　

定
の
用
紙
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法　
面　

接

○
日
時　

８
月
４
日
（
火
）

　

午
前
10
時

○
場
所
（
有
）
キ
ズ
ナ
キ
ュ
ー
エ

「自衛官候補生（男子）募集　８月・９月採用

　本年８月、９月に採用予定の自衛官候補生（男子）
を募集します。
募集期間　５月 11 日（月）～７月３日（金）
募集種目　自衛官候補生　男子
　（九州管内：陸自 40 人、海自 15 人、空自 30 人）
応募資格　18 歳以上 27 歳未満（入隊月１日現在）
試　　験　７月 11 日（土）国分駐屯地・奄美大島支所
試験科目　筆記試験、適性検査、口述試験、身体検査
応募手続き　自衛隊鹿児島地方協力本部
　　　　　　（最寄りの出張所等）
合格発表　７月 21 日（火）
採用予定　陸自：８月 20 日　国分駐屯地
　　　　　海自：９月中旬予定　京都府
　　　　　空自：８月下旬予定　山口県
問い合わせ先　本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0163）
　　　　　　　自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内
　　　　　　　出張所（☎ 0996 － 22 － 2401）

　

ー
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　
鹿
児
島
障
害
者

　

職
業
能
力
開
発
校
（
☎
０
９
９

　

６

－

４
４

－

２
２
０
６
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
（
☎
�
０
６
８
５
）

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
６
月

22
日
（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
等
お
よ
び
受
験
申
し

込
み
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

税
務
職
員
採
用
試
験

受
験
者
募
集

ペ
ー
ジ
の
試
験
概
要
（
税
務
職
員

採
用
試
験
で
検
索
）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
方
法
や
希
望

す
る
第
１
次
試
験
地
に
よ
り
、
申

込
受
付
期
間
と
申
込
先
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

○
人
事
院
九
州
事
務
局
（
☎
０
９

　

２

－

４
３
１

－

７
７
３
３
）

○
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係
（
☎
０
９
６

－

３
５
４

　

－

６
１
７
１
（
内
線
６
０
４
６
））

○
出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

水道週間
　６月１日（月）～同７日（日）は、

第 57 回水道週間です。
本年度スローガン
　「カラカラで　蛇口に飛び込む　僕の口」
　水道は、私たちが安心して暮らすために
欠かせないものです。水は地球の宝物、大
切に使いましょう。
問い合わせ先　本庁水道課業務係
　　　　　　　（☎ 63 － 4082）
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現
況
届
と
は
、
児
童
手
当

受
給
者
が
６
月
分
以
降
も
引

き
続
き
受
給
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
６
月
１

日
現
在
で
確
認
す
る
更
新
手

続
き
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い

と
、
６
月
分
以
降
の
児
童

手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
出
水
市
に
お

　

い
て
６
月
分
か
ら
児
童

　

手
当
を
受
給
す
る
方（
次

　

の
事
項
に
当
て
は
ま
る

　

方
）
は
本
年
度
の
届
け

　

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
５
月
に
第
一
子
を
出
産

　

し
た
方

○
出
水
市
に
転
入
さ
れ
た

　

方
で
、
５
月
分
ま
で
以

　

前
の
市
町
村
で
受
給
さ

　

れ
て
い
た
方

○
新
規
申
請
さ
れ
て
、
６

　

月
か
ら
受
給
さ
れ
る
こ

　

と
に
な
っ
た
方

受
付
期
間　
６
月
中
旬
～
下
旬

※
対
象
の
方
に
は
通
知
書
を
送

　

り
ま
す
。

　

県
労
働
委
員
会
に
よ
る
「
労
働

に
関
す
る
無
料
相
談
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
相
談
会
で
は
、
県
労

働
委
員
会
委
員
（
公
益
委
員
、
労

働
者
委
員
、
使
用
者
委
員
）
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
ち
ら
で

も
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来
庁
で
き
な
い
方
は
、
電
話
に
よ

る
相
談
も
で
き
ま
す
。

日　
時　
毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
同
５
時

　
（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
９
月
第
４
は
木
曜
日
に
行
い
ま

　

す
。

場　
所　
県
庁
労
働
委
員
会

　
（
県
庁
15
階
）

申
し
込
み　
不
要
（
予
約
可
）

相
談
事
例　

解
雇
、
雇
い
止
め
、

　

配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
パ
ワ
ハ

　

ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
県
庁
15
階
）（
☎
０
９
９

－

２

　

８
６

－

３
９
４
３
）

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

る
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

日　
時　
６
月
１
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所

○
市
中
央
公
民
館

○
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
本
市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

《
出
水
地
区
》

◎
肱
岡
彰
子
氏
◎
荒
木
妙
子
氏

◎
黒
田
恵
子
氏
◎
井
手
上
正
弘
氏

◎
﨑
元
健
一
氏

《
高
尾
野
地
区
》

◎
東
畠
政
子
氏
◎
井
手
上
文
雄
氏

《
野
田
地
区
》

◎
平
中
す
み
子
氏
◎
橋
口
靖
一
氏

※
委
員
は
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

　

す
。
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま

　

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所
を開

設

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
法
務
局
で
は
、
休
日
を
除
い
て

　

人
権
相
談
所
を
常
設
し
て
い
ま

　

す
。
開
設
時
間
等
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金

　

係
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支

　

局
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

　

２
３
０
０
）

｢

人
権
擁
護
委
員
の
日｣

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存

じ
で
す
か
。

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

１
９
４
８
年
、
政
令
に
基
づ

き
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
１
９
４
９
年
６
月
１

日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人

に
よ
る
人
権
擁
護
機
関
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
我
が
国
に

お
け
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の

始
ま
り
で
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

鹿
児
島
地
方
法
務
局
の
登
記
相
談

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
管
内
で
は
、
次
の
と
お
り
予
約
制
で
の

登
記
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
記
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
先
へ
事
前
に
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

開
始
日　
４
月
１
日
（
予
約
相
談
実
施
中
で
す
。）

相
談
日　
月
、
水
、
金
曜
日
（
祝
・
祭
日
を
除
く
。）

時　
間　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
同
５
時

申
込
先　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
出
水
出
張
所
（
☎
�
０
２
１
９
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

１
印
鑑

２
受
給
者
（
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

　

る
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証
の
写
し

　

ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書
（
会
社
の

　

厚
生
年
金
等
の
加
入
者
の
み
）

※
国
民
健
康
保
険
の
方
は
、
保
険
証
の

　

写
し
や
証
明
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加

　

入
し
、
か
つ
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

　

い
る
方
は
、
年
金
加
入
証
明
書
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
加
入
証
明
書
の
用
紙
は
通
知
に

　

添
付
し
て
い
ま
す
。

３
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

　

１
・
２
以
外
に
次
の
書
類
が
必
要
に

　

な
り
ま
す
。

本
年
１
月
２
日
以
降
に
出
水
市
へ
転
入

さ
れ
た
場
合（
受
給
者
ま
た
は
配
偶
者
）

○
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
所
得
証

　

明
書
（
受
給
者
と
配
偶
者
の
も
の
）

※
本
年
１
月
１
日
時
点
で
居
住
し
て
い

　

た
市
区
町
村
で
証
明
書
の
交
付
を
受

　

け
て
く
だ
さ
い
。

※
配
偶
者
が
受
給
者
の
税
の
扶
養
控
除

　

対
象
で
あ
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
所

　

得
証
明
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
金
額
・
扶
養
人
数
・
諸
控
除
額

　

の
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
票
は
不
可
。

児
童
が
本
市
外
に
別
居
し
て
い
る
場
合

○
住
民
票
（
別
居
先
の
児
童
を
含
む
世

　

帯
全
員
）
お
よ
び
別
居
監
護
申
立
書

　
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
こ
ど
も
課
子
育

　

て
支
援
係
（
☎
�
４
０
４
７
）

●●●

問い合わせ先
　本庁こども課子育て支援係
　（☎63-4047）

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届

の
提
出
月
で
す
！
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放
送
大
学　
第
２
学
期
学
生
を
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
本
年
度
第
２
学
期
（
10
月

入
学
）
の
学
生
募
集
を
６
月
15
日
か
ら
行
い
ま

す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　
第
１
回　

６
月
15
日
～
８
月
31
日

　
　
　
　
　

第
２
回　

９
月
１
日
～
９
月
20
日

問
い
合
わ
せ
先　
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
３
９

－

３
８
１
１
）

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

て
い
た
と
み
な
さ
れ
、
か
つ
、
戦

　

没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
戦
没

　

者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父

　

母
、
④
兄
弟
姉
妹

４
前
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

　

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
前
記
１
～
４
以
外
の
遺
族
で
、
戦

　

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

　

１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

　

た
と
み
な
さ
れ
る
三
親
等
内
の
親

　

族
請
求
期
限　

２
０
１
８
（
平
成
30
）

　

年
４
月
２
日

※
期
限
後
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
窓
口　
６
月
22
日
（
月
）
か
ら
、

　

本
庁
２
０
２
会
議
室
に
窓
口
を
開

　

設
し
ま
す
。
同
日
か
ら
各
支
所
総

　

合
市
民
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
福
祉
課
社
会

　

福
祉
係
（
☎
�
４
０
４
５
）

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間
」

　

県
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
、「
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
治
療
で
は
、
誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
強
制
的
に
隔
離

さ
れ
、
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
も
偏
見
や
差
別
を
受
け
、
か
け
が

え
の
な
い
多
く
の
方
々
の
人
生
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
患
者
の
方
々
は
、
病

気
が
治
っ
て
も
家
族
の
元
へ
帰
れ
ず
、
社
会
復
帰
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、

今
も
な
お
多
く
の
方
々
が
療
養
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等

が
、
平
穏
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
ま
た
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
何
か
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間

　

６
月
21
日
（
日
）
～
同
27
日
（
土
）

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
知
識

○
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
る
感
染
症
で
、
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ら
い
菌
の
感
染
力
は
弱
く
非
常
に
う
つ
り
に
く
い
病
気
で
す
。
ま
た
、　

　

早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
、
短
期
間
で
完
治
す
る
病
気
で
す
。

○
わ
が
国
に
感
染
源
と
な
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
の
身
体
の
変
形
は
診
断
や
治
療
が
遅
れ
た

　

こ
と
に
よ
る
後
遺
症
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
県
庁
健
康
増
進
課　

ハ
ン
セ
ン
病
対
策
担
当
窓
口

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
７
２
０
）

～
出
水
市
木
造
住
宅
新
築
等
建
築

　

工
事
促
進
事
業
～

　

新
築
・
増
築
に
つ
い
て
は
木
造

住
宅
を
、
改
築
に
つ
い
て
は
非
木

造
住
宅
も
対
象
と
し
て
、
住
宅
の

新
築
・
増
改
築
を
さ
れ
る
方
に
建

築
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

不
明
な
点
等
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
の
要
件

○
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
し
、

　

承
認
を
受
け
る
こ
と
。

○
過
去
に
お
い
て
本
事
業
に
よ
る

　

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

○
現
在
本
市
に
住
所
を
有
し
、
自

　

ら
が
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ

　

と
。
た
だ
し
、
所
有
者
と
居
住

　

者
が
異
な
る
場
合
で
も
認
め
ら

　

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
賃
貸
を
目
的
と
し
た
住
宅
は
対

　

象
外
と
な
り
ま
す
。

○
施
行
業
者
は
、
市
内
の
建
築
業

　

者
等
で
あ
る
こ
と
。

○
他
の
制
度
に
よ
る
助
成
（
介
護

　

保
険
、
浄
化
槽
助
成
な
ど
）
を

　

受
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
同

　

時
に
ほ
か
の
部
分
の
工
事
を
行

　

う
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

○
施
主
・
施
工
業
者
と
も
、
市
税

住
宅
の
新
築
・
増
改
築

予
定
は
な
い
で
す
か
？

等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

助
成
の
額

　

新
築
は
30
万
円
（
対
象
工
事
費

　

が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
）

　

増
改
築
は
最
大
で
15
万
円
（
補

　

助
対
象
工
事
費
×
15
㌫
と
し
、

　

対
象
工
事
費
が
20
万
円
を
超
え

　

る
も
の
）

※
補
助
金
の
交
付
は
１
回
限
り
と

　

し
ま
す
。

※
申
請
書
類
等
は
、
本
庁
商
工
労

　

政
課
に
あ
り
ま
す
。

実
施
期
限　
２
０
１
６
年
３
月
31

　

日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
商
工
労
政

　

課
（
☎
�
４
８
０
０
）

～
第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給
～

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
、
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
方
法　
戦
没
者
一
人
に
つ
き

　

額
面
25
万
円
の
国
債
で
支
給
。

　

来
年
か
ら
５
年
間
で
、
毎
年
５

　

万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象　
戦
没
者
等
の
死
亡
当

　

時
の
遺
族
で
本
年
４
月
１
日
現

　

在
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、

　

遺
族
年
金
等
の
受
給
者
が
い
な

　

い
場
合
に
、
次
の
順
序
で
一
人

　

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
過
去
の
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
戦
没
者
等
の
子

３
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

戦
没
者
等
の
遺
族
の

皆
さ
ま
へ

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

　

７
月
１
日
～
同
31
日
、
全
国
一
斉

に
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
国
民
の
献
血
に

よ
っ
て
確
保
す
る
体
制
を
早
期
に
確
立
す
る
た
め
に
実
施

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

夏
の
暑
い
時
期
は
、
献
血
者
が
減
少
し
輸
血
用
血
液
が

不
足
し
が
ち
で
す
。
血
液
は
、
長
期
保
存
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
安
定
的
に
輸
血
用
血
液
を
確
保
す
る
た
め
、
毎

日
、
献
血
者
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

献
血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
９

－

２
５
７

－

３
１
４
１
）
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関
せきした

下　龍
た つ み

已さん（62）
出水市の好きなところは？
　広瀬川の鮎、九州百名山紫尾
の峰、天空を乱舞するツル、先代
の生活の名残をとどめる麓、自然
のすばらしさと歴史を日々の生
活で感じることができるところ。
出水市に望むことは？
　今の自然環境を残し、若い力
が活躍できる場所を増やして。
ひと言　出水市在住60余年、
住みやすい所です。

髙
た か ぎ

木　広
ひ ろ こ

子さん（64）
出水市の好きなところは？
　街路樹がきれいに手入れさ
れている。桜の名所が多い。
みかんがおいしい！
出水市に望むことは？
　子育て世代にも高齢者にも
安心で優しい街づくりを。
ひと言　退職してから、地域
や市の取り組みに関心を持て
るようになった。周りの元気な
先輩方を目標にしていきたい。

元気ですね先輩！

　

住
民
票
に
記
載
す
る
住
所
は
、

各
種
通
知
等
が
市
民
の
皆
さ
ま
に

確
実
に
届
く
よ
う
に
、
適
切
に
記

載
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

団
地
・
ア
パ
ー
ト
等
の
集
合
住
宅

に
お
住
い
の
方
に
は
、
地
番
の
み

で
な
く
、
団
地
・
ア
パ
ー
ト
名
・

居
室
番
号
ま
で
の
記
載
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
今
後
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
制
度
に

よ
る
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド
等

を
は
じ
め
、
非
常
に
重
要
な
書
類

が
送
付
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
団
地
・
ア
パ
ー
ト

名
・
居
室
番
号
等
の
方
書
き
を
記

載
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に

届
け
出
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

　

等
）、
印
鑑
（
認
印
）

※
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

　

保
険
、
介
護
保
険
の
保
険
証
や

　

障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方

　

は
、
方
書
き
記
載
に
伴
う
住
所

　

欄
修
正
が
必
要
で
す
の
で
、
来

　

庁
時
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

ア
パ
ー
ト
名
・
居
室

番
号
ま
で
届
け
出
を

①
世
帯
分
離
し
て
い
る
配
偶
者
が

　

住
民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合
。

②
預
貯
金
等
が
一
定
額
（
単
身
千

　

万
円
、
夫
婦
２
千
万
円
）
を
超

　

え
る
場
合
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
一
部
の

上
限
額
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険

の
利
用
者
負
担
が
一
定
額
を
超
え

た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
「
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
利
用
者
負

担
段
階
区
分
に
「
現
役
並
み
所

得
者
（
同
一
世
帯
に
課
税
所
得

１
４
５
万
円
以
上
の
第
１
号
被
保

険
者
が
い
て
、
年
収
が
単
身
世
帯

３
８
３
万
円
以
上
、
２
人
以
上
世

帯
５
２
０
万
円
以
上
）」
が
新
設

さ
れ
ま
す
。
１
カ
月
の
利
用
者
負

担
上
限
額
に
つ
い
て

は
、
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長

　

寿
課
介
護
保
険
係

　
（
☎
�
４
０
４
９
）

　

市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　

市
民
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

介
護
保
険
制
度
の
改
定
に
伴
い

本
年
８
月
か
ら
次
の
よ
う
変
わ
り

ま
す
。

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
利

用
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す

　

一
定
以
上
の
所
得
（
本
人
の
合

計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上

で
、
同
一
世
帯
の
第
１
号
被
保
険

者
〈
65
歳
以
上
の
人
〉
の
年
金
収

入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
が

単
身
世
帯
で
２
８
０
万
円
以
上
、

２
人
以
上
世
帯
で
３
４
６
万
円
以

上
）
が
あ
る
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
は
、
利
用
負
担
が
１

割
か
ら
２
割
に
な
り
ま
す
。現
在
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
全
員

に
、
利
用
者
負
担
の
割
合
が
記
載

さ
れ
た「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」

を
、７
月
ま
で
に
発
行
予
定
で
す
。

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
食

費
及
び
居
住
費
の
減
額
制
度
）
の

給
付
要
件
が
変
わ
り
ま
す

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
も
、

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場

合
は
給
付
の
対
象
外
に
な
り
ま

す
。 介

護
保
険
制
度

こ
こ
が
変
わ
り
ま
す
！

利用者負担の上限額（１カ月）
本年７月までの所得段階区分 上限額（世帯合計）

○一般 37,200円

○住民税世帯非課税 24,600円

・合計所得金額および課税
　年金収入額の合計が80万
　円以下の人
・老齢福祉年金の受給者

15,000円（個人）

○生活保護の受給者 15,000円（個人）

本年８月からの所得段階区分 上限額（世帯合計）

○現役並み所得者 44,400円

○一般 37,200円

○住民税世帯非課税 24,600円
・合計所得金額及び課税年
　金収入額の合計が80万円
　以下の人
・老齢福祉年金の受給者

15,000円（個人）

○生活保護の受給者 15,000円（個人）
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問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

～
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

　

事
業
の
ご
案
内
～

　

市
で
は
、
が
け
の
崩
壊
に
よ
り

市
民
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
住
宅
の
移
転
を
促
進

す
る
た
め
、
対
象
と
な
る
危
険
住

宅
の
除
却
や
安
全
な
場
所
へ
の
住

宅
建
設
に
要
す
る
経
費
に
対
し
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
危
険
住
宅

○
１
９
７
１（
昭
和
46
）年
８
月
31

　

日
以
前
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
で
、

　

高
さ
が
２
㍍
を
超
え
、
勾
配
が

　

30
度
を
超
え
る
が
け
に
近
接
す

　

る
住
宅

○「
災
害
危
険
区
域（
急
傾
斜
地
崩

　

壊
危
険
区
域
）」に
指
定
さ
れ
た

　

区
域
に
あ
る
住
宅

○「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」に

　

指
定
さ
れ
た
区
域
に
あ
る
住
宅

補
助
の
内
容

○
除
却
等
費

　

危
険
住
宅
の
撤
去
費
等

○
建
物
助
成
費

　

危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建

　

設（
購
入
を
含
む
）、土
地
取
得
、

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は

安
全
で
す
か
？

　

応
募
の
あ
っ
た
「
あ
い
さ
つ
」「
朝

ご
は
ん
」
三
行
詩
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
の
う
え
に
は

ぼ
く
の
だ
い
す
き
な
ほ
か
ほ
か
の

ふ
り
か
け
ご
は
ん
が
お
い
て
あ
る

　

野
田
小
学
校
一
年　

餅
井　

大
雅

あ
い
さ
つ
は
人
と
人
の
心
を
つ
な
ぐ

　

ま
ほ
う
の
言
葉

家
族
で
も
知
ら
な
い
人
で
も
み
ん
な

　

う
れ
し
く
な
る

だ
か
ら
に
っ
こ
り
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

　

し
た
い
な

　

出
水
小
学
校
四
年　

米
澤　

龍

朝
ご
は
ん　

そ
れ
は
体
へ
の

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル

　

出
水
中
学
校
三
年　

辻
村　

天
盛

ほ
か
ほ
か
の
ご
飯
に
卵
焼
き

な
に
げ
な
い
日
常
の
味
に

温
か
く
て
優
し
い
愛
情
を
垣
間
見
る

出
水
商
業
高
校
三
年　

木
村　

千
尋

「
お
は
よ
う
さ
ん
元
気
？
」

の
声
を
聞
き　

た
っ
た
今

元
気
に
な
り
ま
し
た

一
般
（
平
和
町
）　

野
村　

睦
江

※
学
校
お
よ
び
学
年
は
応
募
当
時
の

も
の
で
す
。

「
あ
い
さ
つ
」「
朝
ご
は
ん
」

三
行
詩
⑤

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

身近な道路や水路を自分たちの手で整備しませんか？
　住生活環境や農地環境の向上を図るために、地域住民が協働で行う道路や水路の整備に対して助成を行っています。

事業名 里道等整備地域支援事業 農業用施設整備地域支援事業

対象となる
道路・水路

道　路
○交通の用に供されている里道または私道

であること※袋小路の私道は対象外
○関係者の総意をもって整備の要望がなさ

れていること
○宅地開発において整備された私道につい

ては、整備後 20 年以上経過していること
水　路
　公有財産の水路およびこれと一体となっ
た水路であること

○農業生産に必要な公有財産または土地改良区の道
路・水路であって、農業用として利用されている
こと

○受益農地面積が 0.2 ヘクタール以上の農業用施設
であること

○農地受益者の総意をもって整備の要望がなされて
いること

助成内容
道路および水路の整備に係る資材および機械借り上げ料を支援します。

　（ 例 ：舗装用アスファルト、生コン、砂利、側溝製品などの建設資材）
　　　　機械借り上げ料（オペレーター等の人件費を除く）※いずれも 30 万円が限度。

問い合わせ先
本庁道路河川課維持係

（☎ 63 － 4069）
野田支所支所建設課

（☎ 84 － 4816）

高尾野支所農林水産整備課基盤整備係
（☎ 82 － 5429）

※支給基準により支給できない場合がありますので、詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。

除　却　等　費 802 千円

建物
助成費

建設および
購入 4,570 千円

土地取得 2,060 千円

敷地造成 597 千円

　

敷
地
造
成
の
た
め
、
金
融
機

　

関
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合

　

の
借
入
金
利
息（
年
利
率
８
・

　

５
㌫
を
限
度
と
す
る
）相
当

　

額
補
助
金
の
限
度
額

　

次
の
表
の
と
お
り

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
都
市
計
画
課
住
宅
係

　
（
☎
�
４
０
６
６
）

情報をお寄せください
　長崎税関では、皆さまからの「密
輸に関する情報」の提供を常時お願
いしており、密輸摘発の貴重な手掛
かりとなっています。
　「不審な話」や「うわさ」を耳にさ
れましたら、税関へご一報ください。
問い合わせ先　密輸フリーダイヤル
　　　　　　　（☎ 0120-461-961）
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川
かわじり
㞍　啓

けいすけ
助さん（31）

出水市の好きなところは？
　海・川・山と緑に恵まれ、
景色も素晴らしい所がある。

出水市に望むことは？
　人が集まる大きな公園をつ
くってほしい。昼も夜も活気
のある街づくりをしてほしい
です。

前
ま え だ

田 ゆかりさん（20）

出水市の好きなところは？
　自然が豊かで、人が温かい
ところ。
　公園がたくさんあるところ。
出水市に望むことは？
　年間のイベントをもう少
し増やしてほしい。
　商業施設を増やしてほしい。
　商店街をにぎやかにして
ほしい。

集まれ応援団！

働く婦人の家主催講座の参加者募集
「ゆったり体幹バランスヨガ」講座

初心者向けのコースです！
ゆったりとしたヨガで体幹を鍛えましょう。

開 講 日 ７月 14 日～９月 15 日（毎週火・全 10 回）
開講時間 午前 10 時～正午
講 師 加藤　光子　氏
受 講 料 無　料

申込締め切り日 ６月 23 日（火）

「リンパマッサージ（夏コース）」講座
リンパ液の流れをスムーズにするマッサージ法を学んで

「健康」「癒し」「美容」を手に入れましょう。
開 講 日 ７月９日～８月６日（毎週木・全５回）
開講時間 午後８時～同 10 時
講 師 松本　順子　氏（OHANA） 
受 講 料 材料代 1,000 円 

申込締め切り日 ６月 23 日（火）

「ストレッチポールで一生モノの美姿勢・美スタイルづくり」講座
円柱状のポールに寝転んで身体のゆがみを正す運動です。

これからは自分でエクササイズ！
開 講 日 ７月１日（水）
開講時間 午後８時～同 10 時
講 師 堤下　武　氏（トレーニングジム　アレンジ） 
受 講 料 無　料

申込締め切り日 ６月 23 日（火）
開講場所 働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者 市内に居住または勤務している女性

申し込み方法 電話でお申し込みください。
申 込 先 働く婦人の家（☎ 63 － 2185）

※託児有ります（事前予約必要、２歳から就学前まで）

青少年国際交流キャンプ　参加者募集
　富士登山・テント設営及び生活体験・野外炊飯体験・
キャンプファイヤー・アンダースタースリーピング

（野宿体験）など、８月３日（月）～同６日（木）の
期間で、国際交流キャンプを体験しませんか。
　対象者は、小学３年生～中学生３年生の日本人 80
人、外国人 20 人で、６月 14 日（日）に福岡市で説
明会が開催されます。
問い合わせ先　公益財団法人　国際青少年研修協会
　　　　　　（東京都品川区）（☎ 03 － 6417 － 9721）
　　　　　　ＵＲＬ　http://www.kskk.or.jp/

かんたん朝食レシピ④（レシピ提供　食生活改善推進協議会）

　朝ごはんで一日をスタート！今回はごはんに合うおかずを紹介します。（調理時間：約 20 分）
☆具だくさん味噌汁（エネルギー：53kcal、カルシウム：27㎎）
　　○材料　２人分　・じゃがいも　80 ｇ　・ワカメ　20 ｇ　・さやえんどう　10 ｇ
　　　　　　　　　　・だし汁　300 ｍｌ　・味噌　小さじ２と２／３
　　○作り方　①　じゃがいもは小さめの乱切りに、ワカメは３ｃｍ程度の長さに切る。
　　　　　　　　　さやえんどうは斜め半分に切る。
　　　　　　　②　鍋にだし汁を入れて火にかけ、じゃがいもを加える。じゃがいもに火が通ったら、
　　　　　　　　　さやえんどうとワカメを入れて、最後に味噌を溶き入れてできあがり。
☆卵いりおろし納豆（エネルギー：106kcal、カルシウム：51㎎）
　　○材料　２人分　・納豆　２パック　・大根　60 ｇ　・あさつき　10 ｇ　・うずらの卵　２個
　　　　　　　　　　・しょうゆ　小さじ２　・からし　適宜
　　○作り方　①　大根はすりおろし、納豆はよくかき混ぜておく。あさつきは小口切りにする。
　　　　　　　②　大根と納豆をかるく混ぜ合わせて器に盛り、あさつきを散らしたら、真ん中にくぼみを
　　　　　　　　　作り、うずらの卵を割り入れる。しょうゆとお好みでからしを入れて完成。
☆小松菜とじゃこの炒め煮（エネルギー：48kcal、カルシウム：137㎎）
　　○材料　２人分　・小松菜　160 ｇ　・ちりめんじゃこ　６ｇ　・油　小さじ１　・おろししょうが　少々
　　　　　　　　　　・だし汁　100 ｍｌ　・しょうゆ　小さじ１強　・みりん　小さじ１
　　○作り方　①　小松菜は４ｃｍ程度の長さに切る。
　　　　　　　②　フライパンに油を熱し、しょうが・ちりめんじゃこ・小松菜の軸を炒める。２分程度炒
　　　　　　　　　めたら小松菜の葉を加えて炒める。
　　　　　　　③　だし汁を２のフライパンに入れ、ひと煮立ちしたらしょうゆとみりんを加え味を調える。
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105

っ
と
お
い
し
く
食
べ
た
い
！

歯
と
口
の
健
康
を
保
つ
た
め
に

歯
と
歯
ぐ
き
を
週
に
一
回
は
見

ま
し
ょ
う
。

　

口
の
中
を
鏡
で
見
る
と
、
歯

や
歯
肉
、
舌
の
変
化
に
早
く
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
の

健
康
を
守
る
大
切
な
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。

歯
は
ど
う
で
す
か
？

　

歯
が
黒
か
っ
た
り
、
穴
が
開

い
て
い
る
と
む
し
歯
で
す
。
歯

と
歯
の
間
や
、
奥
歯
の
か
み
合

わ
せ
な
ど
は
特
に
注
意
し
て
観

察
し
ま
し
ょ
う
。

歯
肉
は
ど
う
で
す
か
？

　

歯
肉
が
赤
く
腫
れ
た
り
し
て

い
た
ら
歯
周
病
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
歯
周
病
は
成
人
の
約
８
割

が
か
か
っ
て
い
る
病
気
で
す
。

舌
は
ど
う
で
す
か
？

　

舌
に
も
ば
い
菌
が
付
き
ま

す
。
白
く
な
っ
て
い
た
ら
、
歯

ブ
ラ
シ
や
舌
ブ
ラ
シ
を
や
さ
し

く
当
て
、
舌
の
掃
除
を
し
ま
し

 
身
体
の
健
康
は
口
か
ら

　

歯
周
病
菌
が
、
歯
肉
か
ら
体

の
血
管
に
入
る
と
、
様
々
な
病

気
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
病
気

を
悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、口
の
中
の
ば
い
菌
が
、

食
べ
物
や
水
分
と
共
に
肺
に
入

ず 

第
35
回

ふ
る
さ
と
出
水
ク
リ
ー
ン
作
戦

７
月
12
日
（
日
）

家
族
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い

な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
午
前
５
時
30
分
の
花
火
が
合
図

　

で
す
。

○
午
前
６
時
30
分
作
業
開
始
で
２

　

時
間
程
度
で
す
。

○
悪
天
候
の
場
合
は
、
８
月
９
日

　
（
日
）
に
延
期
と
な
り
ま
す
。

※
今
回
か
ら
新
た
に
参
加
を
希
望

　

さ
れ
る
団
体
等
は
、
本
庁
市
民

　

生
活
課
生
活
環
境
係
に
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

８
０
２
０
歯
科
表
彰
の
対
象
者
募
集

　

市
で
は
、80
歳
で
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
持
っ
て
い
る
方
を
表
彰

し
ま
す
。

対
象
者　
80
歳
以
上
（
２
０
１
５

　

年
10
月
31
日
現
在
）
で
食
べ
物

　

を
か
め
る
自
分
の
歯
を
20
本
以

　

上
持
っ
て
い
る
健
康
な
方

表
彰
時
期　
11
月

募
集
期
限　
９
月
30
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
（
保

　

健
セ
ン
タ
ー
）（
☎
�
２
１
４
３
）

※出水市で実施している口の健康に関係のある保健事業

名　称 対象者 時　期 場　所

予約歯科
（フッ素塗布）

幼児　定員 30 人
（要予約）

毎月第３・
第４水曜日

出水保健センター
高尾野農業者健康管理
センター

歯周疾患検診 41、51、61、71
歳の男女 ８～９月 市内歯科医院

（対象者には事前に通知）

歯科保健相談 乳幼児、一般 随　時 出水保健センター等

ょ
う
。
舌ぜ
っ
た
い苔
は
、
口
臭
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

る
と
、
誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
を
お
こ
し

ま
す
。
歯
や
口
を
清
潔
に
す
る

こ
と
は
、
全
身
の
健
康
に
も
関

係
し
ま
す
。
そ
し
て
き
れ
い
な

口
を
保
つ
こ
と
は
、
お
い
し
く

食
事
を
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

歯
科
医
院
に
行
き
ま
し
ょ
う

　

む
し
歯
や
歯
周
病
の
早
期
発

見
や
早
期
治
療
の
た
め
に
、
か

か
り
つ
け
医
を
持
ち
定
期
受
診

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分

に
合
っ
た
歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方

や
歯
間
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス
（
糸

よ
う
じ
）
の
使
い
方
、
歯
の
磨

き
方
を
習
う
こ
と
で
、
歯し
こ
う垢
を

効
率
よ
く
落
と
し
、
予
防
効
果

が
高
ま
り
ま
す
。
義
歯
や
お
口

の
悩
み
も
歯
科
医
師
に
相
談

し
、
健
康
な
口
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ

　

本
市
で
収
集
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、「
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩
」
で
ベ
ー
ル
と
い

う
固
ま
り
に
し
た
後
、
水
俣
市
に
あ
る
「
わ
く
ワ
ー

ク
み
な
ま
た
」
と
呼
ば
れ
る
授
産
施
設
に
運
ば
れ
ま

す
。
わ
く
ワ
ー
ク
み
な
ま
た
で
は
、
異
物
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
、
フ
レ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
商
品
の
原
材

料
ま
で
細
か
く
し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
純
度
が

大
切
で
す
の
で
、
な
る
べ
く
、
異
物
の
混
入
の
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

卵パックなどに 再商品化されます。
フレーク（原材料） 手選別作業 わくワークみなまた

リサイクルセンターエコリア北薩

ベールという固まりの
状態で、水俣市の施設
に運ばれます。

ベール
ペット
ボトル

搬入

リサイクル
品の収集
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【
相
談
事
例
】

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
格
安
航
空
券
を

申
し
込
ん
だ
。

　

す
で
に
搭
乗
し
た
後
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
会
社
か
ら
の
請
求
明
細
で
二
重

に
売
上
げ
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。

　

航
空
会
社
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、「
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
推
奨
環
境
外
で
あ
る

た
め
、返
金
で
き
な
い
。」
と
言
わ
れ
た
。

　

航
空
会
社
は
承
諾
メ
ー
ル
も
送
付
し

た
と
言
っ
て
い
る
が
届
い
て
い
な
い
。

返
金
を
求
め
た
い
。

　

格
安
な
運
賃
を
“
売
り
”
に
し
た
格

安
航
空
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
に
関
し
て
様
々
な

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
申
し

込
み
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
表
示
の
分
か
り
に
く
さ
」「
シ
ス
テ
ム

の
動
作
の
不
具
合
」「
ク
レ
ー
ム
対
応
」

等
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
よ
う
で

す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
購
入
は
内
容
確
認
が

大
切
で
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
決
済
が
完
了

す
る
と
予
約
が
成
立
し
ま
す
。
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
慎
重
に
予
約
し
ま
し
ょ
う
。

○
旅
行
会
社
の
約
款
や
旅
行
条
件
等

を
よ
く
読
み
キ
ャ
ン
セ
ル
規
定
等

を
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
ど
の
よ
う
な
手
段
で
申
し
込
ん
だ

の
か
も
重
要
で
す
。

　

申
し
込
み
も
パ
ソ
コ
ン
環
境
、

モ
バ
イ
ル
環
境
と
そ
れ
ぞ
れ
別
に

利
用
規
約
は
あ
る
よ
う
で
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

○
操
作
手
順
は
確
実
に
進
め
ま
し
ょ

う
。

　

決
済
画
面
の
決
定
ボ
タ
ン
を
２

回
押
し
て
し
ま
い
二
重
に
請
求
さ

れ
る
、
予
約
内
容
を
変
更
し
た
つ

も
り
が
も
う
一
つ
別
の
予
約
を
し

て
い
た
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
す
る

と
き
に
は
画
面
記
載
内
容
、
入
力

内
容
と
も
に
よ
く
確
認
し
、
慎
重

に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
出

水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
市

民
生
活
課
内
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

出
水
地
区
年
金
相
談
に
つ
い
て

　

市
役
所
年
金
担
当
窓
口
で
は
、

将
来
受
給
す
る
具
体
的
な
年
金
見

込
み
額
に
関
す
る
ご
相
談
や
老
齢

厚
生
年
金
請
求
書
等
を
受
け
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
厚
生
年
金
等
の
受

給
手
続
き
や
年
金
に
関
す
る
指

導
・
相
談
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
日
本
年
金
機
構
川
内
年
金
事
務

所
職
員
に
よ
る
出
張
年
金
相
談
を

毎
月
第
２
木
曜
日
と
第
４
木
曜
日

に
、
本
庁
や
各
支
所
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

相
談
は
、
事
前
に
内
容
や
希
望

時
間
を
申
請
す
る
予
約
制
で
、
主

に
次
の
よ
う
な
相
談
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　「
年
金
請
求
の
手
続
き
」
…

　

老
齢
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生

年
金
・
障
害
厚
生
年
金
等
の
請

求
手
続
き

　「
将
来
の
年
金
受
給
額
」
…

　

具
体
的
な
年
金
見
込
額
に
関

す
る
相
談

　「
障
害
年
金
に
つ
い
て
」
…

　

障
害
年
金
の
申
請
手
続
き
に

関
す
る
相
談

　　

こ
れ
ら
の
相
談
以
外
に
も
年
金

制
度
全
般
に
関
す
る
質
問
、
相
談

等
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
離
婚
分
割
制
度
お
よ

び
年
金
記
録
に
関
す
る
相
談
に
つ

い
て
は
相
談
時
間
の
関
係
で
対
象

外
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
直
接
、

川
内
年
金
事
務
所
へ
来
所
ま
た
は

電
話
に
よ
り
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

役
所
本
庁
・
各
支
所
の
年
金
担
当

窓
口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
開
催
日
や
予

約
受
付
期
間
は
随
時
防
災
行
政
無

線
や
広
報
紙
で
お
伝
え
し
ま
す
。

相
談
時
の
必
要
書
類
等

　

年
金
相
談
に
お
い
で
の
際
は
、

年
金
証
書
・
年
金
手
帳
・
振
込
通

知
書
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
て
い
る
書
類
と
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
に
よ
る
相
談
も
可
能
で

す
が
、
そ
の
場
合
、
委
任
状
と
代

理
の
方
の
身
分
証
明
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

委
任
状
に
記
入
漏
れ
（
相
談
内

容
が
未
記
入
等
）
が
あ
る
場
合
は

相
談
に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
委
任
状
の
様
式

は
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の
年
金

担
当
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

開 催 日
　７月９日（木）高尾野支所
　７月 23 日（木）本庁
開催時間
　午前 10 時～午後 3 時
　（正午～午後 1 時を除く）
相談内容
　老齢年金、遺族年金等の請求手続き
　年金受給見込額　など
相談員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）

７月　出水地区年金相談
（月２回開催・完全予約制）

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分〜午後５時
　（正午〜午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63−6203　直通）
○水曜日　午前９時30分〜正午
　本庁および野田支所総合市民課内
　（☎63−2111　内線741）
○水曜日　午後１時〜同４時
　本庁および高尾野支所総合市民課内
　（☎63−2111　内線453）

格
安
航
空
券
の
決
済
ト
ラ
ブ
ル
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  「文芸いずみ第９号」を発行！ 
「文芸いずみ第９号」を発行しました。これは、出水市内外の方から応募

のあった作品を編集して発行しているもので、応募してくださる方、そして、

購入してくださる方の支えがあって号を重ね発行することができています。

応募された方の「生き様や想い」があふれた作品となっています。 
また、小中学生による 2014 年度読書標語審査会入賞作品や短作文審査会

入賞作品も掲載しています。今回は、読書標語審査会入賞作品の部をカラー

刷りにし、より見やすいものになっています。多くの方にご覧いただければ

幸いです。 
  

  文芸いずみ第９号（短歌、俳句、川柳、詩、随筆、童話、歴史に関する読み物など）   

価  格  ６００円（Ａ５版 １９３ページ） 

   販売場所  出水市立図書館、観光物産館飛来里、出水市教育委員会読書推進課 
 

 

◎ 出水市読書活動推進計画について 
 

2007 年度から「読書活動日本一のまちづくり」を推進して、本年度は９年目になります。現

在は、「読書によるひとづくり ふるさとづくりのまち 出水市」を基本理念にして活動を展開してい

ます。 

  

   ４つの基本方針   「いつでも  どこでも  本といっしょに！」 

    

１ 読書に親しめる環境づくり(物的・人的読書環境の整備と充実) 

   ２ 年齢期に合わせた読書活動の推進と支援 

（ブックスタート事業、セカンドブック事業、おはなし玉手箱、家読推進等） 

   ３ 読書活動への理解と啓発 

（市民読書の日、広報いずみ、ホームページによる啓発、読書活動日本一のまちづくり

推進大会の開催） 

   ４ 市民の協働と推進体制の強化（読書推進協力店舗、市民団体との連携） 

   

 

以上の４つの基本方針に基づき、さまざまな活動をしています。現在行っている「出水市読書

活動推進計画（第二次）は 2016 年度で終了し、第三次計画が 2017 年度から始まる予定です。 

つきましては、第三次計画作成準備のため、本年度の早い段階で市民の皆さまを無作為に抽出

し読書活動に関するアンケートを行う予定です。その際はご協力をお願いします。  
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「よるのかえりみち｣� みやこし　あきこ　作
●「もりのホテル」� ふくざわ　ゆみこ　作・絵
●「うさぎちゃん」� せな　けいこ　作・絵
●「ねこのそら」� きくち　ちき　作
●「セイウチくんをさがせ !!」� スティーヴン・サヴェッジ　作
●「ちっちゃなサリーはみていたよ」� ジャスティン・ロバーツ　文
●「つきよのくろてん」� 手島　圭三郎　絵・文
●「けんかともだち」� 丘　修三　作
●「ぼろイスのボス」� ダイアナ・ウィン・ジョーンズ　作
●「ごはん」� 平野　恵理子　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「いのちのパレード」� 八束　澄子　著
●「よのなかを変える技術」� 今　一生　著
●「仮面の街」� ウィリアム・アレグザンダー　著

・・・・・等
≪一般≫

●「動物記」� 高橋　源一郎　著
●「二度寝とは、遠くにありて想うもの」� 津村　記久子　著
●「ヒア・カムズ・ザ・サン｣� 小路　幸也　著
●「随想　春夏秋冬」 � 宮城谷　昌光　著
●「鷹の目」� 犬飼　六岐　著
●「鬼談（キダン）」� 京極　夏彦　著
●「持たざる者｣� 金原　ひとみ　著
●「地下水路の夜」� 阿刀田　高　著
●「トットひとり」� 黒柳　徹子　著
●「武道館」� 朝井　リョウ　著
●「福家警部補の追及」� 大倉　崇裕　著
●「少年時代」� 安野　光雅　著
●「森は知っている｣� 吉田　修一　著
●「岩窟姫」� 近藤　史恵　著
●「ごんたくれ」� 西條　奈加　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ６月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時〜午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時〜午後６時

15日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時〜午後６時 19日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

６月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

６月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00〜10：20

２日
16日

平和団地集会室 10：30〜10：50
鹿島住宅広場 14：20〜14：40
茶円堀団地広場 14：50〜15：10
鹿島自治公民館 15：20〜15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10〜10：30
３日
17日

尾野島浜自治公民館 10：45〜11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10〜14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45〜15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50

４日
18日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55〜15：15
不動野集落 15：25〜15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
11日
25日

受口自治公民館 10：40〜11：00
屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

12日
26日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
加紫久利住宅広場 14：55〜15：15
米ノ津駅前広場 15：25〜15：45

今月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

3、10、17、24日
午後４時〜

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

1、8、15、22、29日
午後４時〜

親子読書教室 
「すくすく」

９日（火）、23日（火）
午前10時30分〜

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

4、11、18、25日
午後４時〜

だっこでギュッ ４日（木）
午前10時30分〜

夜のおなはし会 23日（火）
午後７時〜

　中央図書館での読み聞かせ「おはなしのへや」。この
日はこどもの読書週間（４月 23日～５月 12日）にち
なみ、「おはなしのへやスペシャル」と題していつもよ
りちょっと長めに読み聞かせを行いましたよ。皆おはな
しに夢中でした。

～ある日の図書館～

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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○気象情報に注意しておく。
○危険を感じたら早めに避難する。
○レジャー等は悪天候では無理をしない。

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 5年
４ 月 中

17 件
（＋４）

０人
（±０）

23 人
（＋８）

2 0 1 5年
累 計

79 件
（＋ 19）

１人
（±０）

103 人
（＋ 29）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会 63 − 1500問い合わせ先
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　本年度、新たに出水市立の小・中・高等学校へ転
入された教職員（総勢81人）の宣誓式と歓迎式が４月
８日、市音楽ホールで行われました。
　溝口省三教育長から、出水兵児修養掟にある青少
年教育の大切さについての説明等のあと、新規採用
教員を代表して高尾野小学校の貴

き じ ま

島千
ち あ き

晶教諭が「子
どもたちに真摯に向き合い、信頼関係を築いていき
たい。」と抱負を述べました。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

転
入
教
職
員
宣
誓
・
歓
迎
式

　本市が推進している読書活動日本一のまちづくり運
動の一環として、２歳児がいる家庭に対し親子の読み聞
かせを応援する、セカンドブック事業が４月からスター
トし、４月14日、保健センターで贈呈式がありました。
　贈呈式では、28組の親子に絵本が手渡され、ボラン
ティアグループによる読み聞かせもあり、子どもたち
は大変喜んでいました。
　今後、２歳児歯科相談の際に絵本を贈ります。

本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　４月11日、市内の竹林で子どもたちのタケノコ掘
り体験会があり、約50人の子供たちが参加しました。
これは出水ロータリークラブ（宇津木信孝会長）が、
子供たちに豊かな自然に触れ合ってもらおうと企画
したもの。
　子供たちは、慣れない「くわ」の扱いに苦闘しなが
らも、ロータリークラブ会員に手伝ってもらいなが
ら大物を掘り出していました。

タ
ケ
ノ
コ
掘
っ
た
ど
ー
！

出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　４月16日、旧海軍航空隊出水基地の司令部跡であ
る特攻碑公園で第56回特攻碑慰霊祭が行われ、元隊
員や遺族など約250人が参列しました。
　海上自衛隊の哨戒機２機による慰霊飛行の後、参
列者は特攻機が飛び立った南に向かって黙とうし、
会場に設けられた献花台に次々と平和への誓いをこ
めながら花をささげていました。

鎮
魂
の
祈
り
と
平
和
へ
の
誓
い

特
攻
碑
慰
霊
祭

　４月17日、本市の豊かな自然や受け入れ農家さん
との温かい交流が好評の農家民泊に、本年度最初修
学旅行生がやってきました。
　第１陣となる修学旅行生は、香川県丸亀市立東中
学校の生徒223人で、翌日は早速、農家さんと一緒
に農作業などを体験していました。
　本年度も、関西、四国方面を中心に延べ3,000人
を超える修学旅行生が訪れる予定です。

今
年
も
大
勢
や
っ
て
き
ま
す

農
家
民
泊

　４月19日、大阪市の京セラドームで「第11回関西
かごしまファンデー」が開催されました。
　県出身者で組織する関西鹿児島県人会総連合会の
主催で開催され、毎年、多くの人出でにぎわいます。
　本市からも、観光協会や特産品協会等がふるさと
の特産品を所狭しと並べ、関西在住の本市出身者の
協力のもと精力的にＰＲした結果、持参した多くの
特産品がほぼ完売となるなど大盛況でした。

ふ
る
さ
と
の
味
を
Ｐ
Ｒ

関
西
フ
ァ
ン
デ
ー
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新
た
な
グ
ル
メ
加
わ
る

食
の
ブ
ラ
ン
ド「
い
ず
み
さ
ん
」

　本市の特産品を生かした食のブランド「いずみさ
ん」の認定証授与式と商品発表会が、４月20日、出
水公会堂で行われました。
　地元産の新鮮な農産物を使った料理やお菓子、
ラーメンなど６品のほか、さつまいもを使ったクッ
キーとようかんのスイーツ２品が、今回新たに認定
されました。商品は、今後市内外で販売されます。

信
号
機
を
よ
り
見
や
す
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　４月18日、出水電気工事工業協同組合（岩﨑孝和
理事長）と同青年部（大石大部長）が、信号機清掃を
行いました。これは、信号機を清掃し見やすくする
ことで、交通事故の防止につなげようと毎年実施し
ているボランティア清掃で、今回で22回目。
　作業は、約50人が３班に分かれ高所作業車などを
使って行い、丁寧に汚れを落としていました。

新
茶
奉
納
、豊
作
を
祈
願

鎮
国
山
感
応
寺

　４月13日、鎮国山感応寺で、今季のお茶の豊作を
祈願する献茶祭が行なわれました。
　これは、日本にお茶を広めたとされる栄西禅師が
開山として同寺を創建したとされており、お茶の歴
史と深い関係を持っていることから、一番茶の摘み
取りが本格的に始まる前に毎年実施しているもの。
　当日は、生産者や関係者など25人が新茶を奉納し、
豊作を祈願しました。

桜
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

大
豊
工
業
㈱

　４月25日、沖田工業団地で操業する大豊工業株式
会社九州工場（小笠原邦彦工場長）から、地域への感
謝の印として桜（ソメイヨシノ）が寄贈され、社員の
皆さまが青年の家に植樹されました。
　同社は、本市の誘致企業として1991年に進出以来、
毎年、桜を寄贈されており、東光山公園の桜並木な
どが、市民の憩いの場となっています。

力
作
が
ズ
ラ
リ美

術
工
芸
展

　４月25日と同26日、出水市文化協会美術工芸部に
よる「第４回美術工芸展」が出水公会堂で開催されま
した。展示会では、会員の絵画や水墨画、写真、陶
芸、ステンドグラス、木工品などの合計277点の力
作が並べられました。
　一同に展示された作品を、２日間にわたり多くの
市民が鑑賞していました。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
団
式

　４月25日、市総合体育館で市スポーツ少年団結団
式が行われました。各団を代表して野田バレース
ポーツ少年団の田上夏

ひ か り

里さんに登録リボンが贈呈さ
れ、団員綱領を出水剣友スポーツ少年団の浦底 和

な ぎ

君、指導者綱領を荘スポーツ少年団の森 浩伸さん
が力強く朗読しました。エキシビジョンでは、１級
ラジオ体操指導士の田島京子さんによる指導が行わ
れ、参加者は楽しく身体を動かしていました。
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　４月29日、青年の家周辺で春の自然まつり「第13
回チャレンジ・ラリー」が開催され、家族や友達等
で作ったチーム63組246人が参加しました。
　参加した各チームは、地図とコンパスを頼りに新
緑の美しい市民の森の中でチャレンジポイントを探
し出しながら、各ポイントごとに決められたゲーム
の得点を競い合い、春の自然を感じながら楽しんで
いました。

春
の
自
然
を
満
喫

青
年
の
家

　５月２日、クレインパークで「第２回出水ライオン
ズクラブ旗争奪肥薩対抗小学生一輪車競走大会」が開
催され、37チーム161人の小学生が集まり、一輪車リ
レー、スラローム競走、800メートル走が行われました。
　当日は天気にも恵まれ、どのチームも白熱した走り
と素晴らしいチームワークを見せていました。
　結果は、各部門とも下水流小学校が優勝しました。

あ
せ
ら
ず
急
い
で
！

小
学
生
一
輪
車
大
会

　４月29日、みかんの花が咲き誇る中を思い思いの
ペースで散策する「野間之関所まつりウォーキング
大会」が開催されました。これは、米ノ津東自治会
有志による手作りの大会で今回で７回目の開催。
　当日は、絶好のウォーキング日和となり、約400
人の参加者は、飲み物やみかん、うどんのもてなし
を受けながら、さわやかな汗をかいていました。

み
か
ん
の
花
に
誘
わ
れ
て

野
間
之
関
所
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　５月４日と同５日、麓街なみ保存会により、公開
武家屋敷「税所邸」で甲冑の試着体験が、出水市もて
なしの心育成協議会により、同「竹添邸」であくまき
と新茶のおもてなしが行われました。
　訪れた観光客らは、武家屋敷の雰囲気と鹿児島な
らではの伝統のお菓子を楽しんでいました。

連
休
の
麓
武
家
屋
敷

甲か
っ
ち
ゅ
う
冑
の
試
着・新
茶
の
お
も
て
な
し

ブ
ラ
ン
ド
肉
や
特
産
品
に
大
行
列
！

出
水
肉
ま
つ
り

　

５
月
９
日
と
同
10
日
、
陸
上
競
技
場
周
辺
で
本
市
の
ブ
ラ

ン
ド
肉
や
特
産
品
を
販
売
す
る「
い
ず
み
肉
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
消
費
拡
大
と
全
国
で
も
有
数
の
畜
産

生
産
地
で
あ
る
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
肉
や
特
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ

し
、
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
と
の
目
的
で
商
工
会
議
所
や
特

産
品
協
会
、
飲
食
業
組
合
、
各
養
鶏
組
合
等
の
各
団
体
で
組

織
す
る
実
行
委
員
会
が
初
め
て
企
画
。

　

今
回
の「
い
ず
み
肉
ま
つ
り
」で
は
、
千
円
で
１
５
０
０
円

分
の
買
い
物
が
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
発
行
さ
れ
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
本
市
で
生
産
さ
れ
、
高
級
ブ

ラ
ン
ド
牛
肉
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る「
華
鶴
和
牛
」、「
茶

美
豚
」、「
南
国
元
気
鶏
」や「
赤
鶏
さ
つ
ま
」な
ど
が
所
狭
し

と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
雨
に
も
負
け
ず

大
勢
の
市
民
が
朝
早
く
か
ら
行
列
を
作
り
、
ま
た
、
10
日
は

快
晴
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
肉
や
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
は
大
勢
の
市
民
で
大
行
列
が
で
き
、

商
品
に
よ
っ
て
は
１
時
間
程
度
で
売
り
切
れ
に
な
る
な
ど
終

日
大
盛
況
で
し
た
。

　

飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
店
舗
が
腕
に
よ
り
を
か
け
た
自

慢
の
肉
料
理
が
販
売
さ
れ
、
多
く
の
市
民
で
大
い
に
賑に

ぎ

わ
っ

て
い
ま
し
た
。
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

          勤務地：水俣市　　経験者優遇

             勤務時間等はご相談に応じます

営業時間　平日 ８：３０～１８：３０　　土曜　８：３０～１７：３０　

電話　０９６６－６２－０２３０　（担当　小島）

薬剤師募集（正社員・パート）

           お気軽にお電話ください

水俣市天神町1丁目３－１１　（水俣総合医療センター近く、天神耳鼻科前）

薬局平和調剤センター

 木野興産　クリクラ　やはず
0120-081-132

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2016年１月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

園

川

陽ひ

い

ろ彩
（
昭
仁
・
麻
衣
子
）

鳴

海

光み

さ

き咲
（
聡
・
幸
恵
）

上

原

咲さ

く

ら良
（
弘
年
・
彩
）

松　

原　

さ
く
ら
（
晶

吾
）

宮

内

聖せ

い

や也
（
孝
彰
・
幸
）

西　
　
　

美み

お

り
桜
里
（
斉
史
朗
・
夢
歌
）

濵

田

渚な

ぎ

と斗
（
大
介
・
梢
）

浦

底

徠ら

い

と叶
（
勝
彦
・
か
お
り
）

木

下

慶け

い

と人
（
尚
行
・
沙
也
加
）

脇

田

來ら

い

な那
（
慧
・
美
穂
）

下

門

百も

も

な那
（
佑
太
・
あ
ゆ
み
）

柴

田

陽ひ

な向
（
佳
宏
・
三
貴
）

時

吉

玄ひ

ろ

き規
（

誠

）

西

園

心み

く咲
（
宏

光
）

池

田

啓は

る

ま眞
（
隼
也
・
里
美
）

吉

海

柚ゆ

ず

き希
（
智
和
・
雅
美
）

窪　
　

陽は

る

か花
（
寿
人
・
菜
奈
）

宇

藤　
　

駿
し
ゆ
ん

（
龍
生
・
貴
子
）

中

村

春は

る

と翔
（
慎
一
・
夏
子
）

宮

下

想そ

う

き輝
（
朗
・
明
日
香
）

山

内　
　

碧
あ
お
い

（
博
文
・
佑
香
）

神

川

悠ゆ
う
し
よ
う翔
（
大
輔
・
桂
子
）

迫

田

陽ひ

い

ろ空
（
洋
介
・
と
も
み
）

宇　

都　

倫り
ん
た
ろ
う

太
朗
（
裕
騎
・
君
枝
）

松
ケ
野　

晃こ
う
せ
い世
（
稔
・
幸
子
）

西
牟
田　
　
　

湊
み
な
と

（
章
・
智
美
）

坂

口

寿か

ず

ま真
（
大
幸
・
翠
）

獅
々
賀　

隆り
ゆ
う
せ
い清
（
隆
夫
・
瑞
穂
）

（
４
月
２
日
～
５
月
１
日
届
け
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

増　

田　

ト
シ
子
91
上
山
崎

野

中

従

子
52
千
間
山

葊

瀨

俊

子
84
上
沖
田

山　

元　

ス
ソ
ノ
98
清

水

坂

下

繼

美
79
切

通

田

中　
　

啓
60
大

日

松

永

ト

モ
101
加
治
屋
町

田　

淵　

ミ
ツ
ノ
89
中

郡

平　

元　

美
登
惠
84

原

小

島

五

月
60
名
古
中

時

吉

マ

チ
84

瀉

岩

井

徳

弘
84
大

和

大　

山　

ス
ミ
エ
85
仮

屋

山

元

せ

つ
77
蕨

島

鬼

塚

裕

幸
73
柴

引

木

谷

祈

三
76
沖

田

米

盛

時

子
86
上
山
崎

肱

岡　
　

孝
77
横

尾

根　

比　

マ
ツ
ヱ
92
千
間
山

中　

里　

ミ
サ
オ
89
木

串

萩　

迫　

喜
代
子
83
沖

田

重

久

德

子
89
上

町

西　

薗　

キ
ヨ
子
82
西
水
流

上　

平　

ヨ
シ
子
85
天
神（
出
水
）

川　

畑　

チ
ヱ
子
88
上
の
原
（
高
尾
野
）

本

岡

新

助
84
上
水
流

濵　

田　

タ
ツ
エ
86
本
町（
野
田
）

中

山

俊

夫
81
太

田

野

添

智

子
62
星
が
丘
団
地

森

藤

大

祐
80
切

通

越　

竹　

ミ
ツ
エ
90
日

添

浦

田

玉

美
76
上
大
野
原
（
出
水
）

吉　

海　

フ
ミ
子
86
高
牟
礼

福

脇

昌

和
88
櫓

木

山

﨑

節

子
77
下
大
野
原
（
出
水
）

永

田

葊

一
93
表
郷
西

松

野

碩

子
91
竪
馬
場

坂

元　
　

優
92

麓

花

北

裕

子
84
上
沖
田

山

元

良

幸
81
内
野
々
上

米　

澤　

ル
リ
子
80
越

地

山

下

律

子
92
太
鼓
橋

松

下　
　

保
84
天
神（
出
水
）

原

田

貞

則
89
太

田

元

島

光

文
84
横

尾

中

俣

エ

ミ
96
津

山

桑

本

俊

平
30
今
釜
西

大

山

邦

子
77
元
町（
出
水
）

山

元

正

則
99
清

水

村

田

孝

夫
64
東
水
流

山

上

ミ

チ
95
上
餅
井

横　

濱　

惠
美
子
79
沖

田

大

漉　
　

實
93
上

町

松

島

重

吉
67
米
ノ
津
前

川　

内　

ア
イ
子
95
柳
ヶ
水

飯

塚

邦

明
31

瀉

堂

前

克

己
60
下

山

帆
木
上　

キ
ヨ
子
80
帆
木
ノ
上

阿　

部　

セ
ツ
子
87
荒
崎
（
高
尾
野
）

川

添

泰

平
79
坂

元

市　

來　

フ
ミ
エ
90
太
田
原
住
宅

野

添

次

男
77
小
原
上

中

村　
　

剛
81
大
野
原
（
高
尾
野
）

和

田

文

藏
85
上

場

内

村

末

春
86
華
の
家

井
手
上　

ア
サ
子
85
小

島

（
４
月
２
日
～
５
月
１
日
届
け
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

篠

原

広

志
（
埼
玉
県
）

平

元

利

弘
（
荘

下
）

時

吉

耕

二
（

潟

）

廣

瀨

忠

信
（
大
阪
府
）

肥

後

弘

道
（
薩
摩
川
内
市
）

大

迫

昭

彦
（
米
ノ
津
東
）

山

元

正

則
（
清

水
）

小

島

淳

一
（
名
古
中
）

鬼

塚

啓

子
（
柴

引
）

山

元　
　

修
（
蕨

島
）

木

谷

征

彦
（
愛
知
県
）

根

比

正

隆
（
千
間
山
）

肱　

岡　

由
美
子
（
横

尾
）

永

井

修

一
（
唐
笠
木
）

重

久

義

博
（
上

町
）

西

薗

清

香
（
西
水
流
）

櫻

木

幸

子
（
加
治
屋
町
）

中

山

信

子
（
太

田
）

上

平

和

広
（
天
神（
出
水
））

本

岡

郁

夫
（
愛
知
県
）

森

藤

良

子
（
切

通
）

篠　

原　

久
美
子
（
地

蔵
）

福

脇

キ

ヨ
（
櫓

木
）

西

田

伸

子
（
出
水
市
中
央
町
）

永

田

昭

男
（
表
郷
西
）

吉

海　
　

保
（
高
牟
礼
）

越

竹

修

一
（
さ
つ
ま
町
）

山

﨑

清

春
（
下
大
野
原
（
出
水
））

山

元

信

幸
（
内
野
々
上
）

花

北

良

臣
（
上
沖
田
）

野

添

美

利
（
星
が
丘
団
地
）

原　

田　

ナ
ツ
エ
（
太

田
）

山

下　
　

淳
（
太
鼓
橋
）

桑　

本　

美
穂
子
（
出
水
市
今
釜
町
）

大

山

利

和
（
元
町（
出
水
））

眞

島

康

子
（
大
阪
府
）

元　

島　

ヨ
シ
エ
（
横

尾
）

中

俣　
　

勝
（
津

山
）

岩　

井　

津
貴
江
（
大

和
）

村

田

陽

子
（
東
水
流
）

横

濱

俊

幸
（
沖

田
）

堂

前

祥

子
（
下

山
）

松

島

繁

満
（
米
ノ
津
前
）

市

來

幸

一
（
太
田
原
住
宅
）

川　

添　

砂
奈
恵
（
坂

元
）

一
般
寄
付

出
水
小
学
校
６
年
生（
出
水
市
麓
町
）

児　

玉　

幸　

雄
（
阿
久
根
市
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ
の

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け
出
の

際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、
本
庁
総

合
政
策
課（
☎
�
４
１
２
０
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）

6　　　　　月
日 医　療　機　関　名

７日（日）

［当］出水眼科 眼科 春日町 ☎62－8350

［当］境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67－2600

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68－0633

［当］黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75－0200

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

14日（日）

［当］来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84－2005

［当］高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82－0017

［当］いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73－1700

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040

［児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167

21日（日）

［当］楠元内科医院 内科 千本付 ☎62－8600

［当］吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62－0170

［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

28日（日）

［当］市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63－3151

［当］吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62－3111

［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64－6100

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707
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暮らしの情報暮らしの情報

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
６月21日

白 男 川 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0009 向 江

ポ ポ ロ 薬 局 ☎63－4630 千 本 付

ク レ イ ン 調 剤 薬 局 ☎63－4300 栄 町

６月28日

お て き 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0393 八幡（出水）

第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖 田

マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東 大 野 原

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降

６ 月 １ 日～　７ 日 川 島 工 建 ☎ 63 － 6685

携帯電話
（090－7397－7898）

福 井 組 ☎ 84 － 2534

携帯電話
（090－7154－7490）

６ 月 ８ 日～ 14 日 出水合同電設 ☎ 62 － 0676 慶 越 組 ☎ 82 － 0442

６ 月 15 日～ 21 日 山門電気商会 ☎ 67 － 1066 川 窪 建 設 ☎ 82 － 0376

６ 月 22 日～ 28 日 司 工 業 ☎ 63 － 7485 軸薗設備工業 ☎ 82 － 0889

６ 月 29 日～ 30 日 岩 﨑 電 設 ☎ 62 － 1414 柏 木 産 業 ☎ 82 － 1474

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2015年４月１日〜同４月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ２件（＋１） ２件（＋２） １人（＋１） ０人（　０） 163件（＋６） 94人（＋22）
2015年の累計 ７件（＋２） ６件（＋３） １人（－１） ０人（－２） 743件（＋17） 430人（＋55）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

６月の主な行事

６月７日

ス マ イ ル 歯 科 医 院 歯科 ☎75－3300 阿 久 根 市

ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町

エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

６月14日

あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72－0556 阿 久 根 市

ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田 多 園

高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64－2110 上の原（高尾野）

１日（月）▶高尾野川アユ漁解禁（午前５時・高尾野川）
７日（日）▶米ノ津川アユ漁解禁（午前４時・米ノ津川）
14日（日）▶東光山公園下刈り（ボランティア作業）（午前８時・東光山公園）
28日（日）▶市消防操法大会（午前８時30分・出水消防署）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
25
日
～
５
月
24
日
、
企

画
展
「
虫
の
標
本
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
所
蔵
の
標

本
の
中
か
ら
、
出
水
で
見
ら
れ

る
身
近
な
昆
虫
や
、
世
界
の
珍

し
い
チ
ョ
ウ
・
カ
ブ
ト
ム
シ
等

を
展
示
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
の

標
本
箱
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
個

人
作
品
を
展
示
し
、
夏
休
み
の

自
由
研
究
に
役
立
つ
よ
う
に
標

本
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昆
虫
に
つ
い
て
楽
し

く
学
べ
る
よ
う
、
昆
虫
絵
本
や

図
鑑
、
カ
ル
タ
等
を
設
置
し

た
「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

親
子
で
カ
ル
タ
取
り
を
し
た
り
、

複
眼
レ
ン
ズ
で
見
た
チ
ョ
ウ
の

模
様
に
び
っ
く
り
し
て
い
る
子

供
た
ち
の

姿
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か

ら
も
昆
虫

に
親
し
み

や
興
味
を

持
ち
、「
虫
好
き
」
が
増
え
て

い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　４月 25 日、出水市少年少女合唱団の入団式が行
われるとのことで取材に。本年度は、新たに７人の
新入団員を迎え、21 人での活動開始になりました。
新入団員が花輪をくぐって入場すると、さわやかな
歌声による歓迎の歌がホール中に響きました。
　同団では、引き続き団員を募集しています。詳し
くは、生涯学習課（☎ 63 － 2200）にお問い合わせ
ください。○浦

　

交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
尽
力
い
た
だ
い
た
、

松
元
松
美
さ
ん
（
下
中
自
治
会
）

に
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　行政相談委員として長年にわたり尽力いただき、
総務大臣から感謝状を贈られた、小塚数敏さん（浦
自治会・写真右から２番目）と、鹿児島行政評価事
務所長から感謝状を贈られた、樋口恵子さん（田多
園自治会・写真左から２番目）

▷
３
月
、
野
田
の
武
家
屋
敷
で
観
光
牛
車
を

　

引
く
「
い
ず
み
」

　2004 年から 11 年にわたり牛車を引き、武家屋敷を訪
問した観光客を楽しませてきた観光牛車の牛「いずみ」
が、足のけがにより本年３月で引退しました。
　観光牛車は、いずみ観光牛車会（茂原眞琴会長）が運
営し、「いずみ」は年間を通し延べ 15,000 人の観光客を
楽しませてきました。引退に伴い「いずみ」のこれまで
の功績を称

た た

え、感謝状を贈呈しました。

『今月の問題』
「タマムシ」が好む木は

次のうちどれでしょう。
　Ａ　エノキ
　Ｂ　イチョウ
　Ｃ　モモ
☆　答えは来月号で。
　　先月号の答えは、

C　昆虫　でした。


